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	別表第四　配線器具
	１　共通の事項
	（１）材料
	イ　器体の材料は、通常の使用状態における温度に耐えること。
	（イ）「通常の使用状態」とは、一般的にねじ等で固定して使用するものはその位置に固定し、その他のものは普通使用する状態にし、平常温度上昇試験（定格電圧のもとで使用者の調整を期待する調整器は、最も厳しい条件に設定する。）の状態で動作した場合をいう。
	（ロ）次のいずれかに適合するものは「温度に耐える」とみなす。
	ａ　外郭又は電気絶縁物を支持するものの材料が熱可塑性のものの場合にあっては、別表第三２（１）ロ（ニ）ａ又はｂに適合すること。この場合において、試験品から試験片を採ることが困難なものにあっては、同じ材質の試験片について試験を行うことができる。
	ｂ　電線と一体に形成した熱可塑性樹脂成形品及びゴム成形品のものにあっては、JIS C 8306(1996)「配線器具の試験方法」の14.（耐熱試験）によって試験を行ったとき、軟化、変形、膨れ、その他使用上有害な異常を生じないこと。この場合において、試験温度は80℃、試験時間は7時間とする。


	ロ　電気絶縁物及び熱絶縁物は、これに接触又は近接した部分の温度に十分耐え、かつ、吸湿性の少ないものであること。ただし、吸湿性の熱絶縁物であって、通常の使用状態において危険が生ずるおそれのないものにあっては、この限りでない。
	（イ）「接触」には、2Nの力を加えたとき接触し、かつ、力を取り去っても接触している場合を含む。
	（ロ）「近接」には、2Nの力を加えている間だけ接触している場合を含み、その絶縁物が絶縁物の種類ごとに別表第十一第１章（電気用品に使用される絶縁物の使用温度の上限値）に掲げる温度に40℃を加えた値を超える部分に接触している場合は、「温度に十分耐え」ないものとみなす。
	（ハ）次のいずれかに適合するものが使用されている場合は、「温度に十分耐え」るものとみなす。
	ａ　その絶縁物が50℃に達しない温度のもとで使用されている場合
	ｂ　別表第十一第１章の左欄に掲げる絶縁物が同表の左欄の種類及び区分の別ごとに同表の右欄のその１に掲げる使用温度の上限値（以下「温度限度」という。）以下の温度のもとで使用されている場合。ただし、当分の間、別表第十一第１章の右欄にその２の温度限度が掲げられている絶縁物が、同表の左欄の種類及び区分の別ごとに同表の右欄のその１の温度限度を超えてその２の温度限度以下の範囲で使用されている場合であって、そのもの又はそのものと同一のものの別表第十一第２章（絶縁物の使用温度の上限値を決定する試験方法）による熱劣化...
	ｃ　別表第十一第１章の左欄に掲げる絶縁物が同表の右欄のその２に掲げる温度限度を超えて使用されている場合及び別表第十一第１章に掲げられていない絶縁物（同表に掲げられている絶縁物であって、その種類の材料相互を化学的又は物理的に結合したものを含む。）が使用されている場合であって、そのもの又はそのものと同一のものの熱劣化推定温度をbのただし書きに掲げると同様客観的データに基づき確認し、かつ、その確認された温度と同等以下の温度のもとで使用されている場合
	ｄ　別表第十一第１章に掲げる絶縁物であって、同表の右欄のその１に掲げる温度限度並びにｂ及びｃにより確認された温度限度に次の（ａ）に掲げる電気用品の階級ごとに次の（ｂ）の温度限度を加えた値の状態において使用されている場合

	（ニ）充電部を保持する絶縁物であって、熱可塑性のものが別表第三２（１）ロ（ニ）ａからｅまでのいずれかに適合するものが使用される場合は、耐熱性があるものとみなす。この場合において、試験品から試料片を採ることが困難なものにあっては、同じ材質の試験片について試験を行うことができる。
	（ホ）天然繊維、合成繊維その他これに類するもので、パラフィン（乾燥した場所で使用するものに限る。）、ワニス又は絶縁性樹脂等で十分な含浸処理を行ったものは「吸湿性の少ないもの」とみなす。
	（ヘ）（ホ）に掲げるものを充電部相互間及び充電部と非充電金属部間に密着して使用する場合であって、外気に触れ易いもの及び高い湿度のもとで使用されるものにあっては、100℃で1時間乾燥後室温の水に1時間浸した後に表面の水をふき取った状態でその重量が水に浸す前の110%以下であること。
	（ト）器体の内部の電源電線等の絶縁物は、別表第十一第１章に規定する電源電線等以外の電線の絶縁物とみなし、（ハ）ｄの規定を適用する。

	ハ　機器の部品及び構造材料は、ニトロセルローズ系セルロイドその他これに類する可燃性物質でないこと。
	ニ　アークが達するおそれのある部分に使用する電気絶縁物は、アークにより有害な変形、有害な絶縁低下等の変質が生じないものであること。
	（イ）「アークが達するおそれのある部分」とは、開閉試験又は短絡遮断試験において、ふくれ、焼け焦げその他の変質を生ずるおそれのある部分をいう。
	（ロ）「有害」とは、火災、感電及び傷害のおそれのあることをいう。
	（ハ）「変形」とは、ふくれ、ひび、割れ等をいう。
	（ニ）「絶縁低下」とは、開閉試験又は短絡遮断試験後の絶縁性能試験に適合しないことをいう。

	ホ　屋外用のものの外かくの材料は、耐候性及び耐熱性を有するものであること。
	（イ）壁埋込み器具の屋外側部分は、「屋外用のもの」とみなす。
	（ロ）「耐候性及び耐熱性を有するもの」とは、陶磁器のもの、さび止め処理を施した鉄又は鋼のもの、さび難い金属のもの、合成ゴムのもの又は２（２）ニに適合する合成樹脂のものをいう。

	ヘ　導電材料は、次に適合すること。
	（イ）刃及び刃受けの部分にあっては、銅又は銅合金であること。
	（ロ）（イ）以外の部分にあっては、銅、銅合金、ステンレス鋼又は別表第三附表第四に規定する試験を行ったとき、これに適合するめっきを施した鉄若しくは鋼（ステンレス鋼を除く。）若しくはこれらと同等以上の電気的、熱的及び機械的な安定性を有するものであること。
	ａ　「同等以上の電気的、熱的及び機械的な安定性を有するもの」には、銅覆鋼を含む。
	ｂ　「弾性を必要とする部分その他の構造上やむを得ない部分」とは、ばね性を必要とする部分、機械的強度が銅又は銅合金では不足する部分、特殊機能を必要とする部分等であって、次のものをいう。


	ト　アース用端子の材料は、十分な機械的強度を有するさび難いものであること。
	（イ）「アース用端子」とは、感電等による危険防止を目的としたアース線（アース用口出し線を含む。）を接続する端子をいう。（以下別表第四において同じ。）
	（ロ）銅、銅合金及びステンレス鋼は、「十分な機械的強度を有するさび難いもの」とみなす。

	チ　鉄及び鋼（ステンレス鋼を除く。）は、めっき、塗装、油焼きその他の適当なさび止めを施してあること。ただし、さびにより危険が生ずるおそれのない部分に使用するものにあっては、この限りでない。

	（２）構造
	イ　通常の使用状態において危険が生ずるおそれのないものであって、形状が正しく、組立てが良好で、かつ、動作が円滑であること。
	（イ）「通常の使用状態において危険が生ずるおそれのない」とは、機器に適合する電線を取り付け、機器に表示された定格及び機器の普通の使用方法により電源に接続した場合並びに運転した場合に感電、火災及び傷害を生ずるおそれのないことをいう。
	（ロ）次の場合も、「通常の使用状態」とみなす。
	ａ　中間スイッチ又は器体スイッチを有するものにあっては、これらのスイッチを開路の状態で電源に接続した場合
	ｂ　遠隔操作及び無人運転の機器（タイマーでOFFするものを含む。）を無負荷によって運転した場合
	ｃ　コードかけを有する機器にあっては、コードかけにコードを巻き付けて、機器の外方に100N（自重の3倍が10kg未満の場合は10Nにkgの単位で表わした自重の3倍の値を乗じた値とし、最低30Nとする。）の力を15秒間加えた場合
	ｄ　コードかけ等を有する機器であって、そのコードかけ等の近傍に、コードが容易に器体内部に入る開口がある機器にあっては、その開口からコードを器体内部に押し込んだ場合

	（ハ）機械器具に組み込まれるもの（平成20年6月5日付経済産業省商務情報政策局製品安全課通達「電気用品の範囲等の解釈について」において「対象外」とされたものを除く。（以下別表第四において同じ。））及び電灯器具に組み込まれるもの（以下別表第四において「機器組込み用点滅器等」という。）にあっては、機械器具に組み込まれた後の使用状態以外の状態は、「通常の使用状態」とはみなさない。（以下別表第四において同じ。）
	（ニ）「危険が生ずるおそれのない」には、平形導体合成樹脂絶縁電線用の接続器であって、1の極配置に2以上の定格電圧を表示した刃受け又は2以上の異なる極配置の刃受けを有するものにあっては、それぞれの刃受けの部分又はこれらの近傍に容易に消えない方法でこれらの刃受けから安全に供給することができる供給電源電圧を明確に表示することを含む。
	（ホ）「形状が正しく、組立てが良好」には、次のことを含む。
	ａ　手に持って使用するものであって成型加工（合成樹脂、磁器等）されている外郭の外面にあるつき合わせ面（段違い、切り込み等のあるものを除く。）にあっては、JIS B 7524(1962)「すきまゲージ」に定めるA形の厚さ0.5㎜のすきまゲージを挿入したとき入らないこと。
	ｂ　附属の接続器としてコンセントを有するものであって、極性を有する電源プラグを使用するものにあっては、そのコンセントは電源プラグの極性に対応した極性であること。

	（へ）平形導体合成樹脂絶縁電線用のものを除き、ピンを電線の被覆に差し込んで接続するピン端子構造のものであって、次に掲げるものは、「危険が生ずるおそれ」のあるものとみなす。
	ａ　電線の端（電線の2心のうち1心を切断したその端を含む。）に接続するもの以外のもので、電線の任意の位置で接続できる構造のもの
	ｂ　定格電流が7Aを超えるもの

	（ト）人体検知センサー付きの機器であって、次に掲げるものは、「危険が生ずるおそれ」があるものとみなす。この場合において、人体検知センサー付きの機器とは、センサーにより電源回路を開・閉する機構を有するものであって、人体から発生する赤外線を検知して動作するもの及び超音波を本体から発生して、本体と人体との距離の変位を検知して動作するもの並びにこれらに類するものをいう。
	ａ　負荷が照明用、警報用（インターホンを含む。）、音響機器用、換気扇用及び温風機用である旨の表示を有しないもの。
	ｂ　負荷側に政令品名の差込み接続器、ねじ込み接続器、ライティングダクト、ライティングダクトの附属品、ライティングダクト用接続器、ソケット、ローゼット及びジョイントボックスが接続されているもの。ただし、照明用である旨の表示を有するねじ込み接続器、ソケット及びローゼットを除く。
	ｃ　定格電流が3Aを超えるもの（照明専用及び換気扇点検用の手動強制OFF機能のスイッチを設けた換気扇用のものにあっては、15Aを超えるもの）


	ロ　遠隔操作機構を有するものにあっては、器体スイッチ又はコントローラーの操作以外によっては、電源回路の閉路を行えないものであること。ただし、危険が生ずるおそれのないものにあっては、この限りでない。
	（イ）「器体スイッチ又はコントローラーの操作以外によっては、電源回路の閉路を行えないもの」とは、次に適合するものをいう。この場合において、感度調整可能なものは、最大感度とするものとする。
	ａ　赤外線を利用した遠隔操作機構
	ｂ　電力線搬送波を利用した遠隔操作機構

	（ロ）「危険が生ずるおそれのないもの」とは、次のａ又はｂのいずれかのものをいう。
	ａ　音声を利用した遠隔操作機構を有する屋内用の接続器であって、遠隔操作により閉路できる容量が300W以下でその旨の表示が器体の表面の見やすい箇所に容易に消えない方法で表示してあり、かつ、接続できるものとして、次に掲げる全部又は一部の電気用品に限定する旨を器体の表面の見やすい箇所に容易に消えない方法で表示してあること。
	ｂ　通信回線（（イ）に掲げるものを除く。）を利用した遠隔操作機構を有する配線器具であって、次の全てに適合するもの。


	ハ　充電部には、（ハ）に掲げるものを除き、通常の使用状態において、次の図に示す試験指が触れないこと。この場合において、試験指に加える力は30Nとする。ただし、接続器の刃受け穴又は溝ぶたの開口部には力を加えないものとする。
	（イ）ランプを接続して使用する接続器にあっては、適合するランプを装着した状態を「通常の使用状態」とみなし、その状態で接続器の充電部に触れないこと。
	（ロ）次に掲げるものは、「試験指が触れない」とみなす。
	ａ　電磁開閉器の扉、ふた等を開けた状態で調整ダイヤル、リセットボタン等を指で操作するとき、指が触れない充電部
	ｂ　プルスイッチ等であって器具内に金属製の鎖等を引きひもとして用いるものにあっては、鎖等を内部のあらゆる方向に引っ張ったとき充電部に触れないもの。この場合において、ストッパーが容易に取り外せるものは取り外すものとする。
	ｃ　盤内用の表示があるもの又は端子部の構造、取り付け方法等から見て容易に盤内用のものと判別できるもの
	ｄ　埋込用の表示があるもの又は端子部の構造、取り付け方法等から見て容易に埋込用のものと判別できるもの

	（ハ）この試験を要しないもの
	ａ　ニに掲げる部分
	ｂ　構造上充電部を露出して使用することがやむを得ない器具の露出する充電部であって、絶縁変圧器に接続された２次側の回路の対地電圧及び線間電圧が交流にあっては30V以下、直流にあっては45V以下のもの並びに1kΩの抵抗を大地との間及び線間に接続した場合に当該抵抗に流れる電流が、商用周波数以上の周波数において感電の危険が生ずるおそれのない場合を除き、1mA以下のもの。


	ニ　台の裏面、通常の使用状態において人が触れるおそれのある外面、電線取付け部及びカバー付ナイフスイッチの充電部は、次に適合すること。
	（イ）用語の定義
	ａ　「人が触れるおそれのある」とは、試験指が触れることをいう。（以下別表第四において同じ。）
	ｂ　「外面」には、次に掲げる部分を含む。
	ｃ　「台の裏面」とは、取付け面のみでなく裏面全体をいう。
	ｄ　「台の取付け面」とは、造営材に接する面を含む平面をいう。

	（ロ）試験及び基準
	ａ　台の裏面の充電部は、造営材に取り付ける屋外用のものにあっては台の裏面から、その他のものにあっては台の取付け面からそれぞれ3㎜以上（熱硬化性樹脂を充てんするものにあっては、1㎜以上）の深さとし、かつ、その上を電気絶縁物（65℃（配線用遮断器及び漏電遮断器にあっては、75℃）の温度で軟化しない耐水質のもの（硫黄を除く。）に限る。）により覆ってあること。ただし、屋内用のものであって、台の裏面の充電部が台の取付け面から6㎜以上の深さにあるものにあっては、この限りでない。
	ｂ　通常の使用状態において人が触れるおそれのある外面に露出するおそれのある充電部は、外面から3㎜以上（熱硬化性樹脂を充てんするものにあっては、1㎜以上）の深さとし、かつ、その上を電気絶縁物（65℃（配線用遮断器及び漏電遮断器にあっては、75℃）の温度で軟化しない耐水質のもの（硫黄を除く。）に限る。）により覆ってあること。
	ｃ　電線取付け部の充電部は、この表に特別に規定するものを除き、外かくの外面からの深さが次の値以上であること。
	ｄ　カバー付ナイフスイッチは、刃と刃受けを接触させた状態（切替え式のものにあっては、刃を立てた状態及び刃と刃受けを接触させた状態）において、クロスバーとカバーとの間に直径が10㎜の丸棒をあてたとき、丸棒が刃及び刃受けに触れないこと。


	ホ　開閉機構を有するものにあっては、次に適合すること。
	（イ）通常の使用状態において、開閉の操作が円滑に、確実に、かつ、安全にできること。
	（ロ）通常の使用状態において、重力、振動等により開閉するおそれがないこと。
	（ハ）つまみ、押しボタン又はとっ手が任意の位置に止まるものであって、開閉の状態が容易に確認できないものにあっては、開閉の状態を容易に確認できるような表示又は装置等が施されていること。
	（ニ）（ハ）に掲げるもの以外のものにあっては、開閉の操作又は開閉の状熊を見易い箇所に文字又は色等により表示してあること。ただし、開閉の状態が容易に確認できるもの、表示することが機構上困難なもの及び用途上必要のないものにあっては、この限りでない。
	ａ　「見易い箇所」とは、スイッチ本体の外面に出る部分又はスイッチ取付け部の器体表面若しくはスイッチの操作部分をいう。
	ｂ　「文字又は色等」とは、例えばON−OFF、入切、点滅等の文字、青赤等の色分け、ボッチ、○｜等の記号であって一般に理解できるものをいう。
	ｃ　「表示することが機構上困難なもの」には、単ボタンスイッチ、引きひもスイッチ、キースイッチ等を含む。
	ｄ　「用途上必要のないもの」には、三路スイッチ、四路スイッチ、機器組込み用点滅器等を含む。


	ヘ　導電部の接続部は、電気的接続が確実であること。
	（イ）次に適合するものは、「電気的接続が確実である」とみなす。この場合において、100℃以上の部分の接続にあっては、ｆ及びｇ以外の方法によること。
	ａ　合成樹脂を介して締め付け、かしめ等により接続するもの（平形導体合成樹脂絶縁電線と充電部との接続部を除く。）の合成樹脂にあっては、別表第十一第１章の左欄に掲げる絶縁物の種類ごとに同表の右欄に掲げる使用温度の上限値以下で使用されるものであって、かつ、次に適合するもの
	ｂ　ねじ止めの場合は、金属の機械ねじ（JIS B 1115(1976)「すりわり付きタッピンねじ」、JIS B 1122(1976)「十字穴付きタッピンねじ」及びJIS B 1123(1976)「六角タッピンねじ」で規定するＢ形３種のタッピンねじを含む。）により、その材料は、亜鉛、アルミニウム等の軟らかなものでなく、かつ、かん合する有効ねじ山はねじ込まれる部分の材料が金属の場合には2山以上、合成樹脂の場合には5山以上のものであって、次によるもの
	ｃ　かしめ又は溶接によるもの
	ｄ　スリーブ等を用いてそれを圧着してあるもの
	ｅ　平形接続端子（ファストン端子）、速結端子（スプリング式ねじなし端子）等によるもの。この場合において、これらの端子は、取り付けられる電線に適合した大きさであること。
	ｆ　ねじ込み式の閉端接続子（傘型コネクター）であって、絶縁テープ、スプリング等を用いて緩み止めを施したもの。
	ｇ　ラッピング接続であって、電線が重なることなく16箇所以上密着し、端子の角に20箇所以上接触しており、かつ、巻き付けてある線全体を端子の軸方向に30Nの力で引張ったとき、その線が抜けないもの。ただし、微小電流回路（100mA以下とする。）で発熱するおそれのない回路又は表示回路等であって、30Nの力で外れた場合にその部分に2Nの力を加えて移動させたとき、１（２）ヨ（イ）、（ロ）及び（ハ）に適合し、かつ、充電部露出、短絡、誤接続等による危険が生ずるおそれのないものにあっては、この限りでない。

	（ロ）次に掲げる部分は、「電気的接続が確実である」とはみなさない。
	ａ　内部配線相互又は端子と内部配線を機械的にからげただけの部分（（イ）ｇのものを除く。）
	ｂ　アルミニウムとアルミニウム以外のものとを接続するものにあっては、その接続部を空気から遮断する電食防止の対策、熱サイクルによるアルミニウムのクリープ防止加工等を施していないもの


	ト　硬貨その他これに類するもの（以下「硬貨等」という。）を使用して電気回路を閉路するものにあっては、硬貨等を導電回路の一部として使用しないこと。ただし、硬貨等を導電回路の一部として使用するものであって、通常の設置状態において硬貨等を多数個投入したとき硬貨等が露出充電部とならないものにあっては、この限りでない。
	チ　固定すべき導電金具及び取付け金具は、通常の使用状態においてゆるみを生じないように取り付けてあること。
	（イ）ねじ又はリベットで2箇所以上で止めたもの
	（ロ）回り止めのボッチ、溝、土手等を設け固定したもの
	（ハ）E26未満の受金を有するものの中心接触片が回転しても電線接続端子が回らないもの

	リ　導電部に使用する座金の公称厚さは、0.3 ㎜以上であること。
	ヌ　電源電線（口出し線を含む。以下この表において同じ。）の取付け端子のねじ及びヒューズ取付け端子のねじは、次に適合すること。
	（イ）電源電線の取付け端子のねじは、電源電線以外のものの取付けに兼用しないこと。ただし、電源電線を取り付け、又は取りはずした場合において、電源電線以外のものが脱落するおそれのないものにあっては、この限りでない。
	（ロ）ヒューズの取付け端子のねじは、ヒューズ以外の部品の取付けに兼用しないこと。ただし、ヒューズを取り付け、又は取りはずした場合においてヒューズ以外の部品の取付けがゆるむおそれのないものにあっては、この限りでない。
	（ハ）有効ねじ部の長さは、呼び径が8㎜未満のものにあっては2ピッチ以上、呼び径が8㎜以上のものにあっては呼び径の40%以上であること。ただし、端子枠内面に部分ねじ部を有する呼び径が8㎜以上のものであって、次に適合するものにあっては、この限りでない。
	ａ　全ねじ部の有効長さが呼び径の25%以上であり、かつ、全ねじ部と部分ねじ部の有効長さの和が呼び径の55%以上であること。
	ｂ　附表第一の試験を5回繰り返して行ったとき、これに適合すること｡


	ル　電線付きの一体成型のものにあっては、端子とその電線との接続部は、かしめ止め、溶接等で完全に接続してあること。
	ヲ　金属製のふた又は箱のうちアークが達するおそれのある部分にあっては、その部分に燃え難い電気絶縁物を取り付けてあること。
	（イ）「アークが達するおそれのある部分」とは、開閉試験又は短絡遮断試験において、アーク発生部に面する部分をいう。この場合において、検査用ヒューズが溶断したときは、「アークが達する」ものとみなす。
	（ロ）「燃え難い電気絶縁物を取り付け」とは、アークに対する絶縁性を有するものであって、１（２）レの規定を満足する厚さの絶縁物を貼付（単なる塗布、焼付けは貼付とはみなさない。）することをいう。

	ワ　電源電線、器具間を接続する電線及び機能上やむを得ず器体の外部に露出する電線（機械器具に組み込まれるものを除く。以下「電源電線等」という。）であって固定して使用するもの以外のものを器体の外方に向かって、90Nの張力を1秒間加える操作を25回繰り返したとき、及び器体の内部に向かって電源電線等の器体側から5㎝の箇所を保持して押し込んだとき、電源電線等と内部端子との接続部にずれがなく、かつ、異状が生じないこと。
	（イ）「機能上やむを得ず器体の外部に露出する電線」には、その露出する長さが80㎜以下のものを含まない。（以下別表第四において同じ。）
	（ロ）天井取り付け又はつり下げ用のローゼット、ソケット等であって、通常の使用状態において電源電線等に押し込み力の加わるおそれのない場合は、「押し込んだとき」の規定は適用しない。
	（ハ）「接続部にずれがなく」とは、電源電線等の引き止め部の破損がなく、かつ、試験前に電源電線等の被覆につけた印が25回の操作終了後2㎜を超えてずれないことをいう。この場合において、操作終了後の電源電線等に張力を加えた状態で接続部のずれを測定すること。
	（ニ）電線付きのものにあってはその状態で、その他のものにあっては次に規定する電線及び接続方法で電線を取り付けて試験を行う。
	ａ　電線の種類及び太さ
	ｂ　接続方法


	カ　電源電線等の貫通孔は、保護スプリング、保護ブッシングその他の適当な保護装置を使用してある場合を除き、電源電線等を損傷するおそれのないように面取りその他の適当な保護加工を施してあること。ただし、貫通部が金属以外のものであって、その部分がなめらかであり、かつ、電源電線等を損傷するおそれのないものにあっては、この限りでない。
	ヨ　器体の内部の配線は、次に適合すること。
	（イ）2Nの力を電線に加えた場合に高温部に接触するおそれのあるものにあっては、接触したときに異状が生ずるおそれのないこと。
	ａ　内部配線をまとめて固定したものにあっては、その状態で「2Nの力」を加えるものとし、固定が確実でないものにあっては、各々に「2Nの力」を加える。（以下、ヨにおいて同じ。）
	ｂ　次の場合は、「異状が生ずるおそれ」があるものとみなす。

	（ロ）2Nの力を電線に加えたときに可動部に接触するおそれのないこと。
	（ハ）被覆を有する電線を固定する場合、貫通孔を通す場合又は2Nの力を電線に加えたときに他の部分に接触する場合は、被覆を損傷しないようにすること。ただし、危険が生ずるおそれのない場合にあっては、この限りでない。
	ａ　次に適合する場合は、「被覆を損傷しない」ものとみなす。
	ｂ　「損傷」とは、傷及び破れをいい、次の方法により判定する。この場合において、傷には単なるへこみは含まない。
	ｃ　被覆を二重にした電線の場合であって２の試験を行ったとき、この電線の内部被覆に傷が達しない場合は、「危険が生ずるおそれのない場合」とみなす。

	（ニ）接続器によって接続したものにあっては、5Nの力を接続した部分に加えたとき、外れないこと。ただし、2N以上5N未満の力を加えて外れた場合において危険が生ずるおそれのない部分にあっては、この限りでない。
	ａ　「5Nの力」は、5回の抜き差し後に加える。
	ｂ　「危険が生ずるおそれのない」とは、コネクターが外れた場合、その部分に2Nの力を加えて移動させたとき、１（２）ヨ（イ）、（ロ）及び（ハ）に適合し、かつ、充電部露出、短絡、誤接続等による危険が生ずるおそれがないことをいう。


	タ　極性が異なる充電部相互間及び充電部とアースするおそれのある非充電金属部又は人が触れるおそれのある非金属部の表面との間の空間距離（沿面距離を含む。）は、街灯スイッチ、開閉器（ミシン用コントローラーを除く。）、蛍光灯用ソケット及び蛍光灯用スターターソケット並びに（３）ト及びチに掲げるものを除き、（イ）の基準において次の表に掲げる値以上であること。ただし、絶縁変圧器の２次側の回路、整流後の回路等の構造上やむを得ない部分であって、（ロ）の試験を行ったとき、これに適合するものにあっては、この限りでない。
	（イ）基準
	ａ　「アースするおそれのある非充電金属部」には、人が触れるおそれのある組立ねじ、かしめ鋲、取付け用ねじ、導電性銘板等の金属部を含む。
	ｂ　「空間距離」とは、空気を介する部分の最短距離（の和）をいい、「沿面距離」とは、絶縁物表面に沿った最短距離（の和）をいう。
	ｃ　「空間距離（沿面距離を含む。）」の測定方法は、次の図例によるものとし、スイッチの可動片、可動金属部等はその可動範囲内のあらゆる位置で測定するものとする。なお、図例中Ｇは空間距離、Ｌは沿面距離、Ａ及びＢは充電部又はアースするおそれのある非充電金属部、Ｅはアースするおそれのない非充電金属部をそれぞれ示す。
	ｄ　機能を発揮するために設ける特殊目的をもった放電ギャップ等の電極間には、「空間距離（沿面距離を含む。）」の規定は適用しない。
	ｅ　絶縁変圧器以外のものを用いて電圧降下をさせている充電部の電圧は、極性が異なる充電部相互間にあってはその電圧とし、充電部とその他の部分間にあっては入力電圧とする。
	ｆ　「充電部と人が触れるおそれのある非金属部の表面との間」の空間距離（沿面距離を含む。）は、開口部（くぼみを含む。）を有するものにあっては、次の図例による。この場合において、試験指に30Nの力を加えたとき変形するものは、変形した位置から測定する。
	ｇ　非金属製外郭のつき合わせ面を通して人が触れる部分と充電部との間は、「充電部と人が触れるおそれのある非金属部の表面との間」とみなす。ただし、つき合わせ面が接着剤で固定してある場合は、空間距離（沿面距離を含む。）は適用しない。
	ｈ　「絶縁変圧器の２次側の回路、整流後の回路等」の「等」とは、機器の入力電源の一端と回路の一部とを短絡したとき、電源電流が定常的に10A以下（機器の定格電流が7A以上のものにあっては、定格電流の150%以下）の回路をいう。
	ｉ　「構造上やむを得ない部分」には、次のものを含む。ただし当該部分中空間距離（沿面距離を含む。）が表の値に満たない箇所を、個々に短絡した時、電源電流が定常的に10A（機器の定格電流が7A以上のものにあっては、定格電流の150%）を超えて流れる部分は含まないものとする。
	ｊ　主回路の通電電流を小型変流器で検出しランプを点灯させ通電表示を行う方式の回路であって、次の各項に適合するものの主回路と通電表示回路間は、「極性が異なる充電部相互間」には含めない。
	ｋ　次の箇所の閉路したとき同極となり開路したとき異極となる部分の極間には、空間距離（沿面距離を含む。）の規定は適用しない。
	ｌ　「端子部」とは、電源及び負荷用接続端子の端子金具をいい、次の部分を含む。なお、電線の接続箇所を特定できないものは、端子金具を端子部とみなす。
	ｍ　「極性が異なる充電部相互間」の「端子部」の空間距離（沿面距離を含む。）の測定は、次の図例による。
	ｎ　「端子部とその他の箇所との間」及び「端子部」は、電線を取り付けた状態で距離が変化するものにあっては、器具の定格に応じた太さの電線及び取り付けることができる最小の太さの電線を附表第一に規定するトルクを加えて取り付けたときの距離をいう。
	ｏ　口出し線付きのもののその口出し線の接続が器具内部の端子部にはんだ付け、かしめ、溶接してあるものであって、器具がリベット等で組み立てられ容易に解体できないものの口出し線取付け部は、「端子部」には含まない。
	ｐ　平形差込みプラグ等の刃と外郭の側面との距離（図例の矢印）は、「端子部以外の固定している部分であって金属粉が付着し難い箇所」を適用する。
	ｑ　「固定している部分」には、導電金具が開閉動作等によって定められた範囲内を移動するものを含む。
	ｒ　開閉動作により発生する金属粉の発生箇所に直面する箇所及びこれらの金属粉がたい積するおそれのある箇所であって、沿面閃絡を発生するおそれのない箇所にあっては、「金属粉が付着し難い箇所」とみなす。

	（ロ）試験
	ａ　極性が異なる充電部相互間を短絡した場合に、短絡回路に接続された部品が燃焼しないこと。ただし、当該回路に接続されている1の部品が燃焼した場合において他の部品が燃焼するおそれのないものにあっては、この限りでない。
	ｂ　極性が異なる充電部相互間又は充電部と人が触れるおそれのある非充電金属部との間を接続した場合に、その非充電金属部又は露出する充電部が次のいずれかに適合すること。
	ｃ　ａの試験の後に５００ボルト絶縁抵抗計により測定した充電部（対地電圧及び線間電圧が交流にあっては30V以下、直流にあっては45V以下のもの並びに1kΩの抵抗を大地との間及び線間に接続した場合に当該抵抗に流れる電流が1mA以下（商用周波数以上の周波数において、感電の危険が生ずるおそれのない場合は、1mA以下であることを要しない。）のものを除く。）と人が触れるおそれのある非充電金属部との間の絶縁抵抗は、0.1MΩ以上であること。


	レ　絶縁物の厚さは、次に適合すること。
	（イ）器体の外被の材料が絶縁体を兼ねる場合にあっては、機械器具に組み込まれる部分を除き、絶縁物の厚さは、0.8㎜(人が触れるおそれのないものにあっては、0.5㎜）以上であって、かつ、ピンホールのないものであること。ただし、質量が250gで、ロックウェル硬度R100の硬さに表面をポリアミド加工した半径が10㎜の球面を有するおもりを次の表の左欄に掲げる種類ごとにそれぞれ同表の右欄に掲げる高さから垂直に3回落としたとき、又はこれと同等の衝撃力をロックウェル硬度R100の硬さに表面をポリアミド加工した半径...
	ａ　次に掲げる部分は、「外被」とみなす。
	ｂ　別表第一の規定（別表第十二の規定に適合する場合を含む。以下別表第四において同じ。）に適合する電線が器体の外被の一部として用いられている場合の絶縁物の厚さについては、別表第一の規定の絶縁体の厚さについての規定を適用することができる。
	ｃ　「器体の外被の材料が絶縁体を兼ねる場合」には、外部から外被に30Nの力で、内部から2Nの力で押したとき充電部と外被の絶縁物が接触する場合を含む。この場合において、力は同時には加えない。
	ｄ　下図の衝撃試験機を用いた0.35Nm又は0.5Nmの衝撃力は、それぞれ14cm又は20cmの高さからおもりを落下させたときのものと「同等の衝撃力」とみなす。
	ｅ　次の試験を行ったときこれに適合するものは、「ピンホールのないもの」とみなす。この場合において、絶縁物が数種類の絶縁物によって構成されているものにあっては、全体として試験を行うものとする。

	（ロ）（イ）以外のものであって外傷を受けるおそれのある部分に用いる絶縁物（タの規定に適合するために使用するものに限る。以下レにおいて同じ。）の厚さは、0.3㎜以上であって、かつ、ピンホールのないものであること。ただし、次のｂの試験を行ったときこれに適合するものであって、かつ、ピンホールのないものにあっては、この限りでない。
	ａ　用語及び基準
	ｂ　試験

	（ハ）外傷を受けるおそれのない部分に用いる絶縁物（変圧器に定格周波数の2倍以上の周波数の定格１次電圧の2倍に等しい電圧を連続して5分間加えたときこれに耐える変圧器のコイル部とコイルの立ち上がり引き出し線との間の部分及び電動機のコイル部とコイルの立ち上がり引き出し線との間の部分を除く。）は、（ロ）のａ（ａ）及びａ（ｂ）の基準の下にｂ（ａ）の試験を行ったときこれに適合するものであって、かつ、ピンホールのないものであること。ただし、絶縁物の厚さが0.3㎜以上であって、かつ、ピンホールのないものにあっては...
	ａ　「外傷を受けるおそれのない部分」とは、絶縁物が通常の使用状態において衝撃、摩耗等を受けない部分をいう。
	ｂ　「外傷を受けるおそれのない部分」には、次の部分を含む。
	ｃ　「変圧器」には、リレー等を含む。
	ｄ　「定格周波数の2倍以上の周波数の定格１次電圧の2倍に等しい電圧を連続して5分間加えた」とは、定格周波数の10倍の周波数を定格周波数の2倍以上の試験周波数で除した値を分で表した時間に等しい時間連続して試験品に加えることとすることができる。ただし、2分間以上とする。
	ｅ　１（２）レ（イ）ｅに適合すること。
	ｆ　アースするおそれのない非充電金属部が介在する極性が異なる充電部間の絶縁物の厚さは、各々の厚さが0.15㎜以上である場合に限り「0.3㎜以上」とみなす。


	ソ　屋外用のものにあっては、通常の使用状態において、充電部に水がかからない構造であること。
	ツ　引きひもを有するものにあっては、その貫通孔は、なめらかであること。
	ネ　アース線（アース用口出し線及び接地極の刃又は刃受けに接続する線心を含む。以下この表において同じ。）及びアース用端子の表示は、次に適合すること。
	（イ）アース線には、そのもの又はその近傍に容易に消えない方法でアース用である旨の表示を付してあること。ただし、アース線に緑と黄の配色を施した電線にあっては、この限りでない。
	ａ　「アース用である旨の表示」とは、感電等による危険防止を目的としたアース線に保護アース、保護接地、ＰＥの文字若しくは　 　の記号をもって表示することをいう。ただし、接地、接地端子、アース、Ｅ、Ｇ等の文字若しくは　 　等の記号は、当分の間使用することができる。（以下別表第四において同じ。）
	ｂ　「アース用である旨の表示」の位置は、次の図例による。

	（ロ）アース用端子には、そのもの（容易に取り外せる端子ねじを除く。）又はその近傍に容易に消えない方法でアース用である旨の表示を付してあること。ただし、器体の内部にあるものであってアース線を取り換えることができないものにあっては、この限りでない。
	ａ　アース用端子の位置とその表示が同一面にないものであって、アース用端子の位置を示す矢印等を付してある場合は、「その近傍」の表示とみなす。
	ｂ　アース用端子に座金等を使用するものであって取り外せるアース用端子を取り外したとき容易に取り外すことのできる座金等自体への表示は、「容易に消えない方法」で表示されたものとはみなさない。
	ｃ　「アース用である旨の表示」の位置は、次の図例による。
	ｄ　「取り換えることができないもの」とは，器体を壊さなければ取り換えられないものをいう。


	ナ　アース用端子を有するものにあっては、その端子は、次に適合すること。
	（イ）アース線を容易に、かつ、確実に取り付けることができること。
	ａ　アース用端子にアース線等を取り付けたとき、その機械ねじのかん合する有効ねじ山が2山以上のもの
	ｂ　通常の使用状態で外部に露出しない速結端子（スプリング式ねじなし端子）（附表第一３に適合するものに限る。）

	（ロ）ねじ端子にあっては、その呼び径は、4㎜以上（押し締めねじ型のもの、定格電流が15A以下の差し込み接続器に使用するもの、溝付六角頭ねじ及び大頭丸平小ねじにあっては、3.5㎜以上）であること。この場合において、「大頭丸平小ねじ」には、大きさが大頭丸平小ねじの頭径以上の座金を使用したものを含む。
	（ハ）アース線以外のものの取り付けに兼用しないこと。ただし、危険が生ずるおそれのない場合にあっては、この限りでない。

	ラ　電源電線等（器具間を接続する電線又は機能上やむを得ず器体の外部に露出する電線であって、線間電圧又は対地電圧が60V以下のものを除く。以下ラにおいて同じ。）を有し、かつ、当該電源電線等が器体を貫通するものにあっては、次の図に示す試験装置の可動板の中心と貫通部とを一致させて、電源電線等が可動範囲の中央で折り曲がらずに鉛直になるように器体を取り付け、電源電線等の先に質量が500gのおもりをつるして可動板を左右交互におのおのの60 の角度で毎分40回（左右おのおのを1回と数える。）の割合で連続して2,...
	（イ）「試験装置の可動板の中心と貫通部とを一致」とは、次の図例による。
	（ロ）電源電線等の折曲げは、電源電線等が平形コードの場合にあっては次の図の矢印方向、その他のものにあっては当該機器において最も曲り易い方向について行うものとする。
	（ハ）貫通部以外の箇所で器体に容易に外れない方法で固定している電源電線等にあっては、固定部を貫通部とみなす。又、器体にある角度を有して取り付けられている電源電線等にあっては、その自然な角度を基準として「鉛直」になるように器体を取り付けて行うものとする。
	（ニ）構造上、器体の奥などに貫通部を有するもので電源電線等の折り曲げる角度が器体の形状により規定の60 に達しない場合は次の図例による。
	（ホ）「断線率」は、各線心ごとに適用する。
	（ヘ）電源電線が絶縁電線のものにあっては、「固定して使用するもの」とみなす。

	ム　刃形構造のものにあっては、刃とヒンジクリップとの接続部は、常に圧力が加わっていること。
	ウ　電線接続端子（アルミニウム電線及び平形導体合成樹脂絶縁電線を直接に接続するもの並びに速結端子（スプリング式ねじなし端子であって、機器組込用でないものに限る。以下ウにおいて同じ。）に限る。）は、次に適合すること。
	（イ）アルミニウム電線の接続の方法は、巻締め型又は引締め型であること。
	（ロ）直接通電を目的とする端子のねじは、銅又は銅合金であること。
	（ハ）速結端子を使用するものにあっては、附表第三４の試験を行ったとき、これに適合すること。
	ａ　平形導体合成樹脂絶縁電線用の接続器にあっては、試験品を厚さが10㎜以上の木台の上に取り付けて試験を行うことができる。
	ｂ　ジョイントボックス（平形導体合成樹脂絶縁電線用のものに限る。）であって別表第四の規定に適合する開閉器を取り付ける構造の空間を有しているものにあっては、開閉器を取り付けて試験を行うものとする。この場合において、開閉器は、当該ジョイントボックスの定格に見合ったものであること。
	ｃ　電源送り端子を有するものであって、送り容量が加わる端子にあっては、表示された送り容量を「定格電流」とみなす（以下２(1）ロ（イ）の表、６（１）ロ（イ）の表及び附表第三４において同じ。）。
	ｄ　速結端子の試験方法は、JIS C 8303「配線用差込接続器」及びJIS C 8306「配線器具の試験方法」による。

	（ニ）電線を接続した端子に定格電流の1.5倍（定格電流が20Aを超える器具中の速結端子にあっては1.25倍）に相当する電流を45分間通電し45分間休止する操作を125回繰り返したとき、25回目の通電の終りと125回目の通電の終りとの温度の差が8℃を超えないこと。

	ヰ　電源電線を収納する巻取機構を有するものにあっては、次の表の左欄に掲げる種類ごとにそれぞれ同表の右欄に掲げる電線を使用すること。
	ノ　さし込みプラグ及びコードコネクターボディは、容易にさし込み、かつ、引き抜きができるようにすべり止めを施してあること。
	オ　コンデンサーを有するものであって、差し込み刃により電源に接続するものにあっては、差し込み刃を刃受けから引き抜いたとき、差し込み刃間の電圧は1秒後において、45V以下であること。ただし、差し込み刃側から見た回路の総合静電容量が0.1μF以下であるものにあっては、この限りでない。
	ク　電子管、コンデンサー、半導体素子、抵抗器等を有する絶縁変圧器の２次側の回路、整流後の回路等にあっては、（イ）の基準の下に（ロ）の試験を行ったとき、その回路に接続された部品が燃焼しないこと。ただし、当該回路に接続されている1の部品が燃焼した場合において他の部品が燃焼するおそれのないものにあっては、この限りでない。
	（イ）基準
	ａ　抵抗器については、開放試験のみとする。ただし、2,500V以上の尖頭電圧が加わる抵抗器は、短絡及び開放試験を行う。
	ｂ　「その回路に接続された部品」には、変圧器（入力電源に用いるものに限る。）を有するものにあっては当該変圧器の１次及び２次巻線、整流回路を有するものにあっては整流器（入力電源に用いるものに限る。）を含む。この場合において、これらのものが燃焼した場合にあっては、「1の部品が燃焼した場合において他の部品が燃焼するおそれ」があるものとみなす。
	ｃ　「1の部品」に施したスリーブ、チューブ等はそれらを含めて「1の部品」とみなす。
	ｄ　「燃焼するおそれ」には、単なる発煙、焦げ等は含まない。

	（ロ）試験
	ａ　電子管、表示灯等にあっては、端子相互間を短絡すること（タ（ロ）の試験を行ったとき、これに適合する場合を除く。以下クにおいて同じ。）及びヒーター又はフィラメント端子を開放すること。この場合において、「短絡」又は「開放」は、一箇所ずつ行う。（以下クにおいて同じ。）
	ｂ　コンデンサー、半導体素子、抵抗器、変圧器、コイルその他これらに類するものにあっては、端子相互間を短絡し又は開放すること。
	ｃ　ａ及びｂに掲げるものであって、金属ケースに収めたものにあっては、端子と金属ケースとの間を短絡すること。ただし、部品内部で端子に接続された部分と金属ケースとが接触するおそれのないものにあっては、この限りでない。
	ｄ　ａ、ｂ及びｃの試験において短絡又は開放したとき５００ボルト絶縁抵抗計により測定した充電部とアースするおそれのある非充電金属部との間の絶縁抵抗は、0.1MΩ以上であること。この場合において、「絶縁抵抗」は、試験後約2分を経過した時に測定する。


	ヤ　器具間を接続する電線を有するものにあっては、当該電線が短絡、過電流等の異状を生じたとき動作するヒューズ、過電流保護装置その他の保護装置を設けること。ただし、短絡、過電流等の異状が生じた場合において、部品の燃焼、充電部の露出等の危険が生ずるおそれのないものにあっては、この限りでない。

	（３）部品及び附属品
	イ　部品又は附属品の定格電圧、定格電流及び許容電流は、これらに加わる最大電圧又はこれらに流れる最大電流以上であること。
	（イ）「部品又は附属品の定格電圧、定格電流」とは、その部品等に表示された値をいう。
	（ロ）「最大電圧」及び「最大電流」とは、定常的に生ずるものの最大をいい、過渡的なものは含まない。
	（ハ）電源電線等の「許容電流」は、次によること。
	ａ　周囲温度が30℃の場合の許容電流
	ｂ　周囲温度が40℃の場合の許容電流は、電気絶縁物の使用温度の上限値に応じた次の許容電流減少係数を許容電流に乗じた値とする。
	ｃ　電線管工事により配線される絶縁電線の許容電流は、次の許容電流減少係数を許容電流に乗じた値とする。
	ｄ　コード及びキャブタイヤケーブルであってａ（ａ）及び（ｂ）の表にない断面積を有するものの許容電流は、各断面積の許容電流の値を直線で結ぶ内挿法により求めた値とする。

	（ニ）適用電動機の定格容量を表示するものにあっては、別表第三附表第三による全負荷電流を「定格電流」とみなす。ただし、過電流引外し装置を有するものにあっては、定格設定電流（設定電流調整機構を有するものにあっては、その最大電流）を「定格電流」とする。（以下別表第四において同じ。）
	（ホ）コンデンサーであって、その定格電圧の表示のないもの及び回路電圧の2倍の値以上の定格電圧の表示を有するものにあっては、回路電圧の2倍の値を「定格電圧」とみなす。

	ロ　電源電線等は、次に適合すること。
	（イ）電源電線は、この表に特別に規定するものを除き、別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合するものであって、かつ、次のいずれかに適合すること。
	ａ　コード又はキャブタイヤケーブルであって、その断面積が0.75㎜2以上（信号線にあっては、0.5㎜2以上）のものであること。
	ｂ　差込みプラグ（定格電流が3A以下、定格遮断電流が500A以上のヒューズを有するものに限る。）に附属するコード又はキャブタイヤケーブルであって、その長さが2m以下、断面積が0.5㎜2以上のものであること。
	ｃ　定格電流が0.5A以下の器具に使用する金糸コードであって、その長さが2.5m以下のものであること。

	（ロ）器具間を接続する電線及び機能上やむを得ず器体の外部に露出する電線は、次のいずれかに適合すること。
	ａ　次の表の左欄に掲げる接続される回路の電圧の区分ごとに同表の右欄に適合するものであり、かつ、100Nの引張荷重を15秒間加えたとき、素線の断線、絶縁物の異状等が生じないこと。ただし、電子回路の入出力信号の微小電流回路、地絡電流が1mA以下（商用周波数以上の周波数において危険が生ずるおそれのない場合にあっては、1mA以下であることを要しない。）の回路等に使用するものであって、適切な絶縁被覆を有するものにあっては、この限りでない。この場合において、「電子回路の入出力信号の微小電流回路」には、中性線欠...
	ｂ　別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合するものであって、その長さが2m以下、断面積が0.5㎜2以上であること（電源供給側の器具の内部に定格電流が3A以下であって、定格遮断電流が500A以上のヒューズ又は過負荷保護装置を備えてある場合に限る。）。


	ハ　アース線は、次のいずれかであること。
	（イ）直径が1.6㎜の軟銅線又はこれと同等以上の強さ及び太さを有する容易に腐食し難い金属線
	（ロ）断面積が1.25㎜2以上の単心コード又は単心キャブタイヤケーブル
	（ハ）断面積が0.75㎜2以上の２心コードであって、その2本の導体を両端でより合わせ、かつ、ろう付け又は圧着したもの
	（ニ）断面積が0.75㎜2以上の多心コ一ド（より合わせコードを除く。）又は多心キャブタイヤケーブルの線心の１

	ニ　附属する点滅器（線間電圧が交流にあっては30V以下、直流にあっては45V以下であって、かつ、100mA以下の回路に使用するものであって、感電、火災等の危険が生ずるおそれのないものを除く。）にあっては、２（１）イ、ロ及びハ並びに（２）ヘ、ト、リ及びヌの規定に適合すること。この場合において、附表第二１の開閉試験における負荷の力率は、約1とすることができる。
	（イ）開閉試験はその回路の遮断時の電流及び電圧で行う。（以下ホ及びヘにおいて同じ。）
	（ロ）「附表第二１の開閉試験」の開閉試験９は白熱電球以外の負荷を特定できるものにあっては適用しない。

	ホ　附属する開閉器（線間電圧が交流にあっては30V以下、直流にあっては45V以下であって、かつ、100mA以下の回路に使用するものであって、感電、火災等の危険が生ずるおそれのないものを除く。）にあっては、３（１）（ホ及びリを除く。）及び（３）（ハ、ホ、ヘ、ト、チ、リ及びタを除く。）の規定に適合すること。この場合において、附表第二２の開閉試験における負荷の力率は、約1とすることができる。
	ヘ　附属する接続器（線間電圧が交流にあっては30V以下、直流にあっては45V以下であって、かつ、100mA以下の回路に使用するものであって、感電、火災等の危険が生ずるおそれのないものを除く。）にあっては６（１）（へ、ト及びチを除く。）及び（３）（ロ、ホ及びルを除く。）の規定に適合すること。この場合において、組立て時の便宜性のため使用する器内配線相互の接続用部品は、ヘにおいて「接続器」とはみなさない。
	ト　変圧器及び電圧調整器は、別表第六１（１）（リを除く。）並びに（２）イ、ハ、ホ、ヘ、ト、チ、ヌ、タ、ツ及びネの規定に適合すること。
	チ　コンデンサーは、次に適合すること。
	（イ）次の表の左欄に掲げるコンデンサーの種類に応じ、同表の中欄に掲げる試験箇所ごとにそれぞれ同表の右欄に掲げる試験方法で絶縁耐力を試験したとき、これに耐えること。ただし、電子回路に用いられる場合であって、短絡することにより危険が生ずるおそれのないものにあっては、この限りでない。
	ａ　「電子回路に用いられる」コンデンサーとは、絶縁変圧器の２次側の回路及び整流後の回路で電子部品を用いた部分であって、そのコンデンサーを短絡したとき、電源電流が定常的に10A以下（機器の定格電流が7A以上のものにあっては、定格電流の150%以下）の実用上危険が生じない回路に用いられるものをいう。
	ｂ　「端子を一括したものとアースするおそれのある非充電金属部」とは、コンデンサーを取り付けた状態で2Nの力を加えたとき、コンデンサーの非充電金属部がアースするおそれのある非充電金属部に触れるものをいう。
	ｃ　「端子を一括したものとケース」とは、コンデンサーを取り付けた状態で2Nの力を加えたとき、ケースが異極となる充電部又はアースするおそれのある非充電金属部に触れるものをいう。
	ｄ　雑音防止器等であって、コンデンサーを単体として取り出すことが困難なものは、全体を「コンデンサー」とみなす。
	ｅ　コンデンサーであって、その定格電圧の表示のないもの及び回路電圧の2倍の値以上の定格電圧の表示を有するものにあっては、次の表において回路電圧の2倍の値を「定格電圧」とみなす。

	（ロ）機器の交流側電源回路に使用するコンデンサーは、次のａ及びｂに規定する試験を行ったとき、これに適合すること。
	ａ　絶縁抵抗試験
	ｂ　耐湿絶縁試験

	（ハ）コンデンサーの外部端子の空間距離（沿面距離を含む。）は、次の表の左欄に掲げる線間電圧又は対地電圧ごとに同表の右欄に掲げる値以上であること。ただし、絶縁変圧器の２次側の回路、整流後の回路等の構造上やむを得ない部分であって、（２）タ（ロ）の試験を行ったとき、これに適合するものにあっては、この限りでない。


	（４）欠番
	（５）表示

	２　点滅器（電磁開閉器操作用スイッチを除く。）
	（１）構造
	イ　定格電流が15Aを超えるものにあっては、街灯スイッチを除き、ヒューズ取付け端子がないこと。
	ロ　電線接続端子は、次に適合すること。
	（イ）端子ねじの呼び径は、次の表に掲げる値以上であること。
	（ロ）電線を容易に、かつ、確実に接続できること。
	ａ　それぞれの電線の間にナット又は座金を用いて2以上の電線を1の取付け部に締め付ける場合は、「確実に接続できる」とみなす。この場合において、座金を使用するときは、座金の大きさは大頭丸平小ねじの頭径以上であること（以下３（１）イ及び６（１）ロにおいて同じ。）。
	ｂ　機器組み込み用点滅器等であって次に適合する端子構造のものは、「確実に接続できる」とみなす。
	ｃ　速結端子（スプリング式ねじなし端子）にあっては、接続できる電線の種類、直径及び差し込まれる導体の長さ（ストリップゲージ）を外郭の表面の見やすい箇所又は端子近傍に容易に消えない方法で表示してあること。

	（ハ）電線を端子ねじの頭部で直接に締め付けるものの端子ねじは、次に適合すること。
	ａ　機械器具に組み込まれるものは、なべ小ねじ、丸平小ねじ又はこれらと同等以上の締付け効果を有するものであること。
	ｂ　ａに掲げるもの以外のものは、大頭丸平小ねじ又はこれと同等以上の締付け効果を有するものであること。
	ｃ　端子ねじの頭部で覆われる端子金具の面積は、それぞれのねじの頭部の面積以上であること。
	ｄ　(ﾊ)において、


	ハ　ヒューズ又はヒューズ抵抗器を取り付けるものにあっては、次に適合すること。
	（イ）ヒューズを容易に、かつ、確実に取り付けることができること。
	（ロ）非包装ヒューズを取り付ける端子にあっては、皿形座金その他のヒューズを容易に入れることができる座金を有すること。
	（ハ）非包装ヒューズの可溶体の中心線と器体との間の空間距離は、4㎜以上であること。
	（ニ）ヒューズ締付けねじの呼び径およびねじに附属する皿形座金の底面の直径は、次の表に掲げる値であること。
	（ホ）皿形座金を使用するものにあっては、ヒューズ取付け面の大きさは、（ニ）の表に掲げる皿形座金の底面の直径の値以上であること。
	（ヘ）ヒューズ締付けねじの中心間距離は、糸ヒューズを取り付けるものにあっては20㎜以上、その他のものにあっては別表第三の規定に適合するヒューズを取り付けることができるものであること。
	（ト）ヒューズの取付け部の近傍又は器具の銘板に定格電流を容易に消えない方法で表示すること。ただし、取り換えることのできないヒューズにあっては、この限りでない。
	（チ）ヒューズ抵抗器の発熱により、その周囲の充てん物、プリント基板等が炭化又はガス化し、発火するおそれのないこと。

	ニ　リモートコントロールリレーにあっては、次に適合すること。
	（イ）開閉部にじんあいが侵入するおそれのないこと。
	ａ　開口部のない箱の内部
	ｂ　じんあいが入るおそれのある空げきがある場合であって、空げきが1㎜以下で、かつ、その空げきから30㎜以上離れている部分又は空げきが0.3㎜以下の部分

	（ロ）口出し線は、次に適合すること。
	ａ　主回路用口出し線は、別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合する絶縁電線（屋外用ビニル絶縁電線を除く。）であって、その断面積が2㎜2以上のものであること。
	ｂ　操作回路用口出し線は、被覆した電線（導体がより線のものに限る。）であって、その断面積が0.5㎜2以上のものであること。

	（ハ）電磁石に調整用ねじを有するものにあっては、調整ねじは、ゆるみ止めを施してあること。
	（ニ）開閉の操作をするときのほかは、操作用電磁コイルに通電する必要がないこと。

	ホ　タイムスイッチにあっては、次に適合すること。
	（イ）時限のセットが容易かつ確実であること。
	（ロ）表示灯又は表示器を内蔵するものにあっては、これらにより機能を害されないこと。
	（ハ）合成樹脂の外かくを有するものにあっては、その外かくの外面の9cm2以上の正方形の平面部分（外かくに9cm2以上の正方形の平面部分を有しないものにあっては、原厚のまま一辺の長さが3㎝の正方形に切り取った試験片。以下ホにおいて同じ。）を水平面に対して約45 に傾斜させた状態において当該平面部分の中央部に、ノズルの内径が0.5㎜のガスバーナーの空気口を閉じた状態で燃焼させた長さ約20㎜の炎の先端を垂直下から5秒間あて炎を取り去ったとき、燃焼しないものであること。
	ａ　網目、格子目、コーナー部、エッジ部等は、「平面部分」に含まない。
	ｂ　「ガス」は、JIS K 2240(1980)「液化石油ガス（LPガス）」で定める１種１号を使用する。
	ｃ　穴があいても着火しない場合及び残炎時間が2秒以内の場合は、「燃焼しないもの」とみなす。


	ヘ　街灯スイッチにあっては、次に適合すること。
	（イ）口出し線を有するものにあっては、口出し線は、別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合する絶縁電線（屋外用ビニル絶縁電線を除く。）であって、断面積が0.9㎜2以上で、かつ、有効長さが15㎝以上のものであること。
	（ロ）金属製のふたまたは箱の電線の貫通孔には、磁器または耐候性の絶縁ブッシングを取り付けること。
	（ハ）とっ手の出口と充電部との間の沿面距離は、10㎜以上であること。
	（ニ）極性が異なる充電部間および充電部とアースするおそれのある非充電金属部または人が触れるおそれのある非金属部との間の空間距離は6㎜以上、沿面距離は10㎜以上であること。
	（ホ）造営材に取り付けた場合における造営材と台の裏面との間げきは、4㎜以上であること。ただし、金属箱に収めたものにあっては、この限りでない。

	ト　光電式自動点滅器にあっては、次に適合すること。
	（イ）口出し線を有するものにあっては、口出し線は、別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合する絶縁電線（屋外用ビニル絶縁電線を除く。）であって、断面積が0.9㎜2以上で、かつ、有効長さが15㎝以上であること。
	（ロ）点滅機構部と受台との間に接続部を有するものにあっては、接続部は、６（１）ニの規定に適合すること。


	（２）性能
	イ　端子部の強度
	ロ　外郭の強度
	（イ）床上に置いて使用するものであって、人が踏むおそれのあるものにあっては、試験品を厚さが10㎜以上の表面が平らな木台の上に通常の使用状態に置き、底面の形状が正方形で、その1辺の長さが100㎜、質量が60kgのおもりを上部に1分間置いたとき、各部にひび、割れその他の異状が生じないこと。
	ａ　「人が踏むおそれのあるもの」とは、中間スイッチ、ペンダントスイッチ、ターンスイッチ等をいう。
	ｂ　試験は、厚さ約5㎜のゴム板の上に試験品をのせ、試験品の上部に荷重が均等に加わるようにゴム板、砂袋等をのせた上に荷重を加えて行う。

	（ロ）中間スイッチ、ペンダントスイッチその他これらに類する器具（機械器具に組み込まれるものを除く。）であって、通常コードを接続して使用するものにあっては、平面が鉛直となるように固定した厚さが20㎜以上で短辺の長さが50㎝以上の表面が平らな堅木の木板の中央部に、その器具に、長さが1mで、かつ、その定格電流に応じて次の表に示す太さのコードを取り付け、器具を高さ1mから振子状に3回自然に落としたとき、危険を生ずるおそれのある破損が生じないこと。この場合において、試験品は、毎回異なる面があたるように行うも...
	（ハ）タイムスイッチにあっては、次に適合すること。
	ａ　床上（卓上を含む。）に置いて使用するものにあっては、試験品を厚さが10㎜以上の表面が平らな木台の上に通常の使用状態に置き、試験品上1mの高さから直径が20.64㎜で質量が約36gの鋼球をその上に垂直に落としたとき、危険を生ずるおそれのある破損が生じないこと。
	ｂ　コンセントに本体をじかにさし込んで使用するもの又は壁、柱等に引っかけて使用するものにあっては、試験品を水平に置いた厚さ20㎜以上で短辺が50㎝以上の長方形の表面が平らな堅木の木板の中央部に70㎝の高さから垂直に3回落としたとき、危険を生ずるおそれのある破損が生じないこと。


	ハ　引張強度
	（イ）引きひもを使用して開閉操作をするものにあっては、器体と引きひも（引きひもの取換えができるものにあっては、引きひもの取付け部）との間に70Nの引張荷重を1分間加えたとき、各部に異状が生じないこと。
	（ロ）口出し線を有するリモートコントロールリレーにあっては、器体と主回路用口出し線との間に50Nの引張荷重を、器体と操作回路用口出し線との間に20Nの引張荷重をそれぞれ1分間加えたとき、各部に異状が生じないこと。この場合において、引張荷重は、口出し線1本ごとに加えなければならない。
	（ハ）口出し線を有する光電式自動点滅器にあっては、器体（点滅機構部と受台との間に接続部を有するものにあっては、受台）と口出し線との間に30Nの引張荷重を15秒間加えたとき、各部に異状が生じないこと。この場合において、引張荷重は、口出し線1本ごとに加えなければならない。

	ニ　耐熱性能
	ホ　電圧動作特性
	（イ）操作用電磁コイルにその定格電圧の120%に等しい電圧を1分間加えたとき、各部に異状が生じないこと。
	（ロ）操作用電磁コイルの定格電圧に80%に等しい電圧を加えて操作したとき、開閉の操作に支障がないこと。

	ヘ　開閉性能
	（イ）光電式自動点滅器にあっては、附表第二３の試験を行ったとき、これに適合すること。
	（ロ）電子応用機械器具に組み込まれるものにあっては、附表第二４の試験を行ったとき、これに適合すること。
	（ハ）（イ）及び（ロ）に掲げるもの以外のものにあっては、附表第二１の試験を行ったとき、これに適合すること。

	ト　温度上昇
	チ　異常温度上昇
	リ　絶縁性能
	ヌ　短絡遮断性能


	３　開閉器（ミシン用コントローラーを除く。）および電磁開閉器操作用スイッチ（以下別表第四において「開閉器等」という。）
	（１）構造
	イ　主回路の電線端子部は、次に適合すること。
	（イ）電線を容易に、かつ、確実に接続できること。
	（ロ）ねじで電線を直接に取り付ける構造のものにあっては、次に適合すること。
	ａ　次の表に掲げる電線を容易に、かつ、確実に接続できること。この場合において、定格電流が20Aを超えるものにあっては、電線の先端を環状に曲げずに接続することができなければならない。
	ｂ　端子ねじの呼びは、次の表に掲げる値以上であること。
	ｃ　大頭丸平小ねじを使用するものにあっては、端子ねじの頭部でおおわれる端子金具の面積は、大頭丸平小ねじの頭部の面積以上であること。

	（ハ）圧着端子、銅管端子または銅帯を取り付けるものにあっては、次に適合すること。
	ａ　端子ねじの呼び径は、（ロ）ｂによること。
	ｂ　圧着端子、銅管端子または銅帯を容易に、かつ、確実に接続できること。

	（ニ）プラグイン式のものにあっては、接続部の接触が確実で、かつ、通常の使用状態において取付けがゆるむおそれのないこと。

	ロ　ヒューズを取り付けるものにあっては、次に適合すること。
	（イ）ヒューズ取付け部は、別表第三の規定に適合するヒューズを容易に、かつ、確実に取り付けることができること。
	（ロ）非包装ヒューズを取り付ける構造のものにあっては、次に適合すること。
	ｂ　カバー付ナイフスイッチ及び箱開閉器（カバー付スイッチを含む。）にあっては、閉路の状態でふたを開けることができず又はふたを開けるときは自動的に開路の状態となり、かつふたを開けた状態でとっ手等により閉路ができないこと。ただし、カバー付ナイフスイッチ又はカバー付スイッチであって、ふたを開けた状態で閉路してはならない旨を表示してあるものにあっては，この限りでない。
	ｃ　ヒューズをねじ止めするものにあっては、皿形座金その他のヒューズを容易に入れることができる座金を有すること。


	ハ　極数が2以上のものにあっては、各極（極数が3以上のものにあっては、接地側の極以外の極）を同時に開閉できること。
	ニ　箱入りまたはカバー付のものにあっては、次に適合すること。
	（イ）ふたをあけずに開閉できること。ただし、ふたに開閉接触子を取り付けたものにあっては、この限りでない。
	（ロ）ふたを開閉するとき屈曲するおそれのあるリード線は、可撓性を有し、かつ、ビニルチューブその他の丈夫で絶縁性のあるものに納めてあること。
	（ハ）電線管に直接接続して使用する場合を除き、電線の貫通孔は、電線を損傷するおそれがなく、かつ、金属製のふたまたは箱の電線の貫通孔には絶縁ブッシングを取り付けてあること。

	ホ　定格電圧が150Vを超えるものの金属製のふた又は箱は、アース線を取り付けやすい箇所にアース端子があること。ただし、機械器具に組み込まれるものにあっては、この限りでない。
	ヘ　ヒューズ以外の短絡保護装置を有するものおよび漏電引きはずし装置を有するものの引きはずし機構は、投入用のつまみまたは押しボタンを投入位置に押えることにより引きはずし動作が妨げられないこと。
	ト　過電流引きはずし装置または漏電引きはずし装置を有するものであって、使用者が動作電流を調整できるものにあっては、調整目盛があること。
	チ　ヒューズ以外の短絡保護装置を有するものであって、排気孔を有するものにあっては、排気孔の大きさは、直径が5㎜の球が貫通しない大きさであること。
	リ　カットアウトスイッチにあっては、次に適合すること。
	（イ）つめ付ヒューズを使用するものにあっては、開閉接触部の寸法は、次の表に掲げる値以上であること。
	（ロ）ふたは、次に適合すること。
	ａ　外側に引き輪またはとっ手があること。
	ｂ　ケースまたは台から容易に脱落しないこと。
	ｃ　150 以上開くこと。ただし、ケースまたは台から取りはずしができるものにあっては、この限りでない。
	ｄ　内側にヒュ一ズ取付け部があり、かつ、開いたときヒューズ取付け部が回路から離れること。

	（ハ）閉路の状態において極性が異なる充電部間には、絶縁隔壁があること。ただし、包装ヒューズを取り付けるものにあっては、この限りでない。

	ヌ　極性が異なる充電部相互間及び充電部とアースするおそれのある非充電金属部又は人が触れるおそれのある非金属部の表面との間の空間距離及び沿面距離は、次の表に掲げる値以上であること。ただし、絶縁変圧器の２次側の回路、整流後の回路等の構造上やむを得ない部分であって、（イ）から（ハ）の試験を行ったとき、これに適合するものにあっては、この限りでない。
	（イ）極性が異なる充電部相互間を短絡した場合に、短絡回路に接続された部品が燃焼しないこと。ただし、当該回路に接続されている1の部品が燃焼した場合において他の部品が燃焼するおそれのないものにあっては、この限りでない。
	（ロ）極性が異なる充電部相互間又は充電部と人が触れるおそれのある非充電金属部との間を接続した場合に、その非充電金属部又は露出する充電部が次のいずれかに適合すること。
	ａ　対地電圧及び線間電圧が交流にあっては30V以下、直流にあっては45V以下であること。
	ｂ　1kΩの抵抗を大地との間及び線間並びに非充電金属部と充電部との間に接続したとき、当該抵抗に流れる電流は、商用周波数以上の周波数において感電の危険が生ずるおそれのない場合を除き、1mA以下であること。

	（ハ）（イ）の試験の後に５００ボルト絶縁抵抗計により測定した充電部（対地電圧及び線間電圧が交流にあっては30V以下、直流にあっては45V以下のもの並びに1kΩの抵抗を大地との間及び線間に接続した場合に当該抵抗に流れる電流が1mA以下（商用周波数以上の周波数において、感電の危険が生ずるおそれのない場合は、1mA以下であることを要しない。）のものを除く。）と人が触れるおそれのある非充電金属部との間の絶縁抵抗は、0.1MΩ以上であること。

	ル　欠番
	ヲ　漏電遮断器にあっては、次に適合すること。
	（イ）定格感度電流は、1A以下であること。
	（ロ）テスト装置を有するものにあっては、次に適合すること。
	ａ　テスト装置は、押しボタン等の自動復帰式のものであること。
	ｂ　テスト装置を操作したとき、被保護器のフレームに接続される端子は、充電しないこと。

	（ハ）端子又はその近傍の器体の外面の見やすい箇所に電源側端子及び負荷側端子の別を表示してあること。ただし、端子に電源及び負荷のいずれを接続した場合においても正常な開閉動作が行えるものにあっては、この限りでない。
	ａ　「端子又はその近傍の器体の外面の見やすい箇所」とは、次の図面の箇所をいう。
	ｂ　差込式のものは、「電源側端子及び負荷側端子の別を表示してあること」に含む。
	ｃ　「開閉動作」には、テスト装置の動作を含む。

	（ニ）中性線欠相保護機能付きのものであって、中性線に接続する口出し線を有するものにあっては、口出し線又はその近傍の器体の外面の見やすい箇所に容易に消えない方法で中性線に接続する旨の表示を付してあること。
	（ホ）本体に栓刃を有し、電源に直接接続するものにあっては、次に適合すること。
	ａ　コンセントとの突き合わせ面に接する漏電遮断器の外面であって、その栓刃（接地極を除く。）に直接接する絶縁材料にあっては、JIS C 2134(2007)に規定するPTIが250以上であること。
	ｂ　栓刃間（接地極を除く。）を保持する絶縁材料にあっては、JIS C 60695-2-11(2004)又はJIS C 60695-2-12(2013)に規定する試験を試験温度750℃で行ったとき、これに適合するものであること。ただし、JIS C 60695-2-13(2013)に従ったグローワイヤ着火温度が775℃レベル以上の材料は、この限りでない。



	（２）定格
	（３）性能
	イ　試験の順序
	ロ　端子部の強度
	ハ　外郭の強度
	（イ）カバー付ナイフスイッチ及び箱開閉器（カバー付スイッチを含む。以下ハにおいて同じ。）にあっては、試験品を厚さが10㎜以上の表面が平らな木台の上に置き、カバー付ナイフスイッチにあっては直径が20.64㎜で質量が約36gの鋼球を、箱開閉器にあっては直径が23.8㎜で質量が約55gの鋼球を試験品上1mの高さから垂直に落としたとき、破損しないこと。
	（ロ）コンセントに本体をじかに差し込んで使用するものにあっては、試験品を水平に置いた厚さが20㎜で短辺の長さが50㎝以上の表面が平らな長方形の木板の中央部に70㎝の高さから3回落としたとき、危険を生ずるおそれのある破損が生じないこと。
	ａ　「危険を生ずるおそれのある破損が生じない」には、感電、火災及び傷害の発生するおそれのある異状を含む。
	ｂ　漏電引外し装置を有するものにあっては、異状には次のことを含む。


	ニ　巻取機構性能
	ホ　耐熱性能
	（イ）屋外用のものであって、外かくに合成樹脂成型品を使用するものにあっては、80℃±3℃の空気中に1時間放置したとき、各部にゆるみ、ふくれ、ひび、割れ、変形その他の異状が生じないこと。
	（ロ）カットアウトスイッチにあっては、ヒューズの周囲にあっては200℃±3℃（定格電流が15A以下のものにあっては、150℃±3℃）、その他の部分にあっては150℃±3℃（定格電流が15A以下のものにあっては、100℃±3℃）の空気中に1時間放置したとき、各部にゆるみ、ふくれ、ひび、割れ、変形その他の異状が生じないこと。

	ヘ　越流性能
	（イ）点灯状態における電流が定格電流にほぼ等しくなるように定格電圧が100Vで定格消費電力が200Wのタングステン電球を試験品の負荷側（単相3線式のものにあっては、負荷側の中性線と1の電圧側電線）に接続すること。この場合において、電流を調整するために必要な限度で定格消費電力が200W以下の電球を使用することができる。
	（ロ）試験品の電源側端子における無負荷電圧は、100V以上105V以下とする。
	（ハ）定格電流に等しい電流を通じたときの電源側端子における電圧降下は、無負荷時における電源側端子の電圧の5%以下とすること。
	（ニ）試験品に接続したタングステン電球を同時に点灯し、2秒後に開路し、次に2分間自然冷却する操作を連続して3回行なうこと。
	（ホ）個別引きはずし機構を有する配線用遮断器にあっては、各極ごとに試験を行なうこと。
	（ヘ）周囲温度は、室温とすること。

	ト　過電流引きはずし特性
	（イ）定格電流（適用電動機容量の全負荷電流を除く。）または定格遮断電流を表示するものにあっては、周囲温度が40℃±2℃（25℃の周囲温度を表示するものにあっては、25℃±2℃）の状態において、次に適合すること。
	ａ　定格電流の200%に等しい電流を通じたとき、次の表に掲げる動作時間内に自動的に動作すること。この場合において、極数が2以上のものにあっては、各極（過電流引きはずし素子を有しない極を除く。）ごとに電流を通じなければならない。
	ｂ　定格電流の125%に等しい電流を通じたとき、次の表に掲げる動作時間内に自動的に動作すること。この場合において、極数が2以上のものにあってはそれぞれの極に同時に電流を通じ、個別引きはずし機構を有する配線用遮断器にあってはそれぞれの極ごとに電流を通じなければならない。
	ｃ　定格電流に等しい電流を各部の温度上昇がほぼ一定となるまで通じたとき、過電流引きはずし装置が動作しないこと。

	（ロ）適用電動機容量を表示するものにあっては、周囲温度が40℃±2℃の状態において、次に適合すること。
	ａ　過電流引きはずし装置の定格電流の500%に等しい電流を通じたとき、3秒以上45秒以下で開路すること。
	ｂ　過電流引きはずし装置の定格電流に等しい電流を各部の温度上昇がほぼ一定となるまで通じた後、過電流引きはずし装置の定格電流の200%に等しい電流を通じたとき、4分以内に開路すること。
	ｃ　過電流引きはずし装置の定格電流に等しい電流を各部の温度上昇がほぼ一定となるまで通じた後、過電流引きはずし装置の定格電流の125%に等しい電流を通じたとき、60分以内に開路すること。

	（ハ）電気用品安全法施行規則（別表第三）１（２）の表の右欄に掲げる事項として適用する場合においては、解釈の別表第四３（３）ト（イ）a若しくはbに定める試験の方法によること。

	チ　漏電引きはずし特性
	（イ）電圧動作型のものにあっては、次に適合すること。
	ａ　試験品の引きはずしコイルと直列に200Ωの抵抗器を接続し、その両端に次の表に掲げる電圧を閉路後および閉路と同時に加えたとき、それぞれ同表に掲げる動作時間内に動作すること。
	ｂ　引きはずしコイルと直列に200Ωの抵抗器を接続し、試験品を閉路した状態において、電圧を30秒間で10Vから25Vに達するような割合で連続して上昇させたとき、電圧が25Vに達する前に開路すること。
	ｃ　引きはずしコイルと直列に500Ωの抵抗器を接続し、試験品を閉路した状態において、電圧を30秒間で10Vから50Vに達するような割合で連続して上昇させたとき、電圧が50Vに達する前に開路すること。

	（ロ）電流動作型のものにあっては、次に適合すること。
	ａ　定格電圧に等しい電圧を加え、負荷を接続せずに試験品を閉路した後、試験品の1極に定格感度電流の50%に等しいもれ電流を通じたとき開路せず、かつ、次に適合すること。
	ｂ　定格電圧に等しい電圧を加え、定格電流に等しい電流を通じた後、試験品の1極に定格感度電流の50%に等しいもれ電流を重畳したとき開路せず、かつ、次に適合すること。
	ｃ　定格電圧に等しい電圧を加え、負荷を接続せずに試験品を閉路した後、試験品の1極にもれ電流を30秒間で定格感度電流の50%に等しい電流から100%に等しい電流に達するような割合で連続してもれ電流を増加させたとき、電流が定格感度電流に等しい電流に達する前に開路すること。
	ｄ　定格電圧に等しい電圧を加え、負荷を接続せずに試験品を閉路した後、試験品の1極に20Aの電流を通じたとき、高速型のものにあっては0.1秒以内に、時延型のものにあっては定格動作時間の50%の時間（0.1秒以下となる場合は、0.1秒）を超え150%の時間（2秒以上となる場合は、2秒）の範囲内に、反限時型のものにあっては0.05秒以内に開路すること。

	（ハ）電気用品安全法施行規則（別表第三）１（２）の表の右欄に掲げる事項として適用する場合においては、解釈の別表第四３（３）チ（ロ）a（ａ）及びｄに定める方法によること。

	リ　漏電引きはずしテスト装置の開閉性能
	（イ）電圧動作型のものにあっては、定格対地電圧の80%に等しい電圧および110%に等しい電圧を加え、10秒間隔でそれぞれ10回テスト装置を操作すること。この場合において、アース線を接続する端子に500Ωの抵抗器を接続してアースしなければならない。
	（ロ）電流動作型のものにあっては、定格電圧の80%に等しい電圧および110%に等しい電圧を加え、10秒間隔でそれぞれ10回テスト装置を操作すること。
	（ハ）定格電圧に等しい電圧を加え、10秒以内の間隔で1,000回テスト装置を操作すること。

	ヌ　低電圧開閉性能
	ル　開閉性能
	（イ）カットアウトスイッチにあっては、通常の使用状態に取り付け、定格電圧に等しい電圧を加え、定格電流に等しい電流を通じ、引き輪またはとっ手に力を加えて開路し、閉路する操作を毎分10回の割合で連続して50回行ったとき、各部に異状が生じないこと。この場合において、負荷の力率は、0.75以上0.8以下としなければならない。
	（ロ）カットアウトスイッチ以外のものにあっては、附表第二２の試験を行ったとき、これに適合すること。

	ヲ　耐圧力性能
	ワ　温度上昇
	カ　絶縁性能
	ヨ　短絡遮断性能
	タ　衝撃波不動性能


	４　ミシン用コントローラ
	（１）構造
	イ　金属製のふたまたは箱の電線の貫通孔には絶縁ブッシングを取り付けてあること。
	ロ　附属の接続器は、１および６の規定に適合するものであること。
	ハ　半導体素子を用いて温度、回転速度等を制御するものにあっては、それらの半導体素子が制御能力を失ったとき、制御回路に接続された部品が燃焼するおそれのないこと。

	（２）性能
	イ　外郭の強度
	ロ　開閉性能
	ハ　温度上昇
	（イ）変圧器式以外のものにあっては、適用電動機の定格電圧の1/2の電圧（半導体式のものにあっては、定格電圧に等しい電圧）を加え、適用電動機の定格入力又は定格出力に対応する入力の1/4の入力に要する電流を連続して1分間通じ、1分間停止する操作を繰り返し、各部の温度上昇がほぼ一定となった時の熱電温度計法（巻線の温度の測定にあっては、抵抗法。）により測定した各部の温度は、次の表に掲げる値以下であること。この場合において、最小電流を通じる操作をしたとき試験品に流れる電流が適用電動機の定格入力又は定格出力に...
	（ロ）変圧器式のものにあっては、変圧器の１次側に変圧器の定格１次電圧に等しい電圧を加え、２次側に適用電動機の定格入力又は定格出力に対応する入力の1/4の入力に要する電流を連続して1分間通じ、1分間停止する操作を繰り返し、各部の温度上昇がほぼ一定となった時の熱電温度計法（巻線の温度の測定にあっては、抵抗法。）により測定した各部の温度は、（イ）の表に掲げる値以下であること。

	ニ　絶縁性能
	ホ　異常温度上昇
	（イ）試験品は、厚さが10㎜以上の表面が平らな木台に置き、その上を二枚に重ねた毛布で覆うこと。
	（ロ）抵抗体の発熱が最大になる位置に速度調整機構を調整した状態にすること。



	５　カットアウト
	（１）構造
	イ　電線端子部は、３（１）イの規定に適合すること。
	ロ　ヒューズ取付け部は、３（１）ロの規定に適合すること。
	ハ　せん形プラグヒューズ用カットアウトにあっては、ふたは、2回転以上のねじ込みで本体に完全にかん合し、かつ、振動によりゆるまないこと。

	（２）定格
	イ　非包装ヒューズを取り付けるものの定格遮断電流は、1,000A、1,500A、2,500A、5,000A、7,500A、10,000A、14,000A、18,000A、22,000A、25,000A、30,000A、35,000A、42,000A、50,000A又は50,000Aを超える5,000Aごとの値であること。
	ロ　ねじ込み形プラグヒューズ用カットアウトにあっては、定格は、次に適合すること。
	（イ）定格電圧は、125V以下であること。
	（ロ）定格電流は、30A以下であること。


	（３）性能
	イ　端子部の強度
	ロ　耐熱性能
	ハ　温度上昇
	ニ　絶縁性能
	ホ　短絡遮断性能


	６　接続器（ライティングダクトを除く。）
	（１）構造
	イ　定格電流が15Aを超えるものにあっては、ヒューズ取付け端子がないこと。
	ロ　電線接続端子は、次に適合すること。
	（イ）端子ねじの呼び径は、次の表に掲げる値以上であること。
	（ロ）電線を容易に、かつ、確実に接続できること。
	（ハ）電線を端子ねじの頭部で直接に締め付けるものの端子ねじは、次に適合すること。
	ａ　機械器具に組み込まれるものは、なべ小ねじ、丸平小ねじ又はこれらと同等以上の締付け効果を有するものであること。
	ｂ　ａに掲げるもの以外のものは、大頭丸平小ねじ又はこれと同等以上の締付け効果を有するものであること。
	ｃ　端子ねじの頭部でおおわれる端子金具の面積は、それぞれのねじの頭部の面積以上であること。


	ハ　ヒューズ又はヒューズ抵抗器を取り付けるものにあっては、次に適合すること。
	（イ）ヒューズを容易に、かつ、確実に取り付けができること。
	（ロ）非包装ヒューズを取り付ける端子にあっては、皿形座金その他のヒューズを容易に入れることができる座金を有すること。
	（ハ）非包装ヒューズの可溶体の中心線と器体との間の空間距離は、4㎜以上であること。
	（ニ）ヒューズ締付けねじの呼び径およびねじに附属する皿形座金の底面の直径は、次の表に掲げる値であること。
	（ホ）皿形座金を使用するものにあっては、ヒューズ取付け面の大きさは、（ニ）の表に掲げる皿形座金の底面の直径の値以上であること。
	（ヘ）ヒューズ締付けねじの中心間距離は、糸ヒューズを取り付けるものにあっては20㎜以上、その他のものにあっては別表第三の規定に適合するヒューズを取り付けることができるものであること。
	（ト）ヒューズの取付け部の近傍又は器具の銘板に定格電流を容易に消えない方法で表示すること。ただし、取り換えることができないヒューズにあっては、この限りでない。
	（チ）ヒューズ抵抗器の発熱により、その周囲の充てん物、プリント基板等が炭化又はガス化し、発火するおそれのないこと。

	ニ　さし込み接続器にあっては、次に適合すること。
	（イ）引掛け型のものにあっては、電線がよじれること等により刃と刃受けとの正常な接触位置から刃が容易に抜け出ない構造のものであること。
	（ロ）防水型のものであって、ふたを有するものにあっては、そのふたは、鎖等でつないであること。
	（ハ）中性極又は接地側極を有するものにあっては、接地側である旨の表示を、接地極を有するものにあっては、アース用である旨の表示を、その極に接続する端子の近傍に容易に消えない方法で付すこと。
	ａ　「端子の近傍」には、刃又は刃受け穴の近傍を含む。
	ｂ　「接地側である旨」の表示はＮ又はＷとする。
	ｃ　「接地極」の表示は、保護アース、保護接地、ＰＥの文字若しくは　 　の記号をもって表示することをいう。
	ｄ　一体成形のものにあっては、刃及びその極に接続された電線又は、刃受け穴の近傍及びその極に接続された電線に表示を付すこと。ただし、延長コードセットの電線にあっては、この限りではない。

	（ニ）平型の差込みプラグ又はコードコネクターボデイであって定格電流が15A以下のものの電線取付け部の幅は、6.0㎜以上であること。この場合において、電線を端子ねじの頭部で直接に締め付けるものにあっては、端子ねじの穴の中心から端子の先端までの長さは、大頭丸平小ねじの頭部の半径以上でなければならない。
	（ホ）寸法は、次に適合すること。
	ａ　差込みプラグ、コンセント、マルチタップ、コードコネクターボディ、アダプターその他の差し込み接続器（アイロンプラグ及び器具用差込みプラグを除く。）であって、次の表１、表２及び表３の左欄に掲げるものの寸法は、それぞれ表１、表２及び表３の右欄に掲げる図によること。
	ｂ　ａに掲げるもの以外のものの寸法は、次に適合すること。

	（ヘ）極数が3以上のものであって接地極または多線式電路の中性線に接続される極を有するものにあっては、その極は、他の極より遅く接続せず、かつ、他の極より早く開路しないものであること。
	（ト）平形導体合成樹脂絶縁電線用のものであって金属の外郭を使用するものにあっては、アース用端子を設けてあること。ただし、平形導体合成樹脂絶縁電線を接続した場合に、その電線のアース用の導体と当該金属製の外郭とが電気的に確実に接続されている構造のものにあっては、この限りでない。
	（チ）平形導体合成樹脂絶縁電線用のものであって平形導体合成樹脂絶縁電線のアース用の導体が接続される接地極又はその極に接続される電線端子若しくはアース線には、これらのもの（容易に取り外せる端子ねじを除く。）又はこれらの近傍に容易に消えない方法でアース用である旨の表示を付してあること。ただし、アース線に緑と黄の配色を施した電線にあっては、この限りでない。
	（リ）刃受け穴の形状が線状であって、その縦の長さが30㎝を超えるもの（以下「線状差し込み接続器」という。）にあっては、次に適合すること。
	ａ　刃受け穴の縦の長さは、300㎝以下であること。
	ｂ　刃受け金具の沈む深さは、外郭の受け口面から5㎜以上であること。
	ｃ　極数は2のものであること。ただし、接地極を有するものにあっては3とすることができる。この場合にあっては、3極の差込みプラグを接続したとき、2極のみがかん合できることのない構造であること。
	ｄ　線状差し込み接続器を相互に接続する機構を有しないこと。
	ｅ　外郭の表面の見やすい箇所に容易に消えない方法で造営材には取り付けて使用できない旨の表示を付してあること。

	（ヌ）中間口出し線（中間口出し線用端子を含む。以下（ヌ）において同じ。）を有するアダプターにあっては、次に適合すること。
	ａ　接続図及び中間口出し線から取り出すことのできる電流を外郭の表面の見やすい箇所に容易に消えない方法で表示してあること。
	ｂ　中間口出し線の断面積は0.75㎜2以上であること。


	ホ　ねじ込み接続器（極性の同じ電線を円すいら旋状の接続部にねじ込んで接続するもの（以下「ねじ込み型電線コネクター」という。）を除く。）及びソケット（蛍光灯用ソケット及び蛍光灯用スターターソケットを除く。）にあっては、次に適合すること。
	（イ）パイプに接続して使用するもののノズルのねじ部の材料は、金属であること。ただし、公称直径が26㎜以下の受け金を有するものであって、ノズルの有効ねじ部の長さが5ピッチ以上のものにあっては、この限りでない。
	（ロ）パイプに接続して使用するもののノズルのねじ部には、廻り止め用押し締めねじを有すること。ただし、接続するパイプをロックナットで固定できる構造のものにあっては、この限りでない。
	（ハ）露出型のものの受け金は、外かくの受け口面から3㎜以上（公称直径が17㎜以下の受け金を有するものにあっては、1.2㎜以上）の深さにあること。
	（ニ）ふたと外かくのかん合が完全であり、かつ、通常の使用状態において脱落するおそれのないこと。
	（ホ）刃け金の公称直径が26㎜を超えるものにあっては、点滅機構を有しないこと。
	（ヘ）点滅機構を有するものにあっては、点滅機構は、中心接触片に接続する極の側にあること。
	（ト）口金および受け金を有するものにあっては、口金と受け金とは同じ極であること。
	（チ）接地側電線と電圧側電線とを区別して接続する電線端子を有するものにあっては、受け金は、接地側端子と同じ極であること。
	（リ）防水ソケットおよび防水型のランプレセプタクルであって、電線付きのものにあっては、次に適合すること。
	ａ　電線は、別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合するキャブタイヤケーブル（１種キャブタイヤケーブル及びビニルキャブタイヤケーブルを除く。）又は断面積が0.9㎜2以上の絶縁電線（屋外用ビニル絶縁電線を除く。）であって、その有効長さが15㎝以上のものであること。
	ｂ　電線の取付け部の2線の間には、隔壁を設けてあること。
	ｃ　絶縁電線を使用するものにあっては、2線の出口における離隔距離は、10㎜以上（別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合する600ボルトゴム絶縁電線を使用するものにあっては、6㎜以上）であること。ただし、合成樹脂又はゴムで口出し線の2線間を3㎜以上離隔してある構造のものにあっては、この限りでない。
	ｄ　電線の取付け部と器体との間げきには、耐水質の電気絶縁物をつめてあること。この場合において、電気絶縁物の中に埋まる附属電線の長さは、9㎜以上でなければならない。ただし、器体の外郭が合成樹脂又はゴムのものであって、口出し線の出口を防浸構造にするものにあっては、この限りでない。
	この場合において、
	ｅ　通常の使用状態で110℃±3℃の空気中に3時間放置したとき、電気絶縁物が流出しないこと。

	（ヌ）欠番
	（ル）キーソケットであってつまみの心棒が充電しているものにあっては、つまみの心棒が器体の外に露出する部分は、1㎜を超えないこと。
	（ヲ）さし込み機構を有するものにあっては、さし込み機構は、６（１）ニ（（ホ）を除く。）ならびに次の図による寸法および形状に適合すること。この場合において、刃受け金具の沈む深さは、外かくの受け口面から3㎜以上としなければならない。

	ヘ　ねじ込み型電線コネクターにあっては、次に適合すること。
	（イ）内部に円すいら旋状等の金属体の電線取付け部を有し、その外は絶縁物で覆われていること。
	（ロ）電線取付け部の充電部は、ねじ込み口の受け口面から5㎜以上の深さであること。
	（ハ）適合する電線の導体を容易に、かつ、確実に接続できること。

	ト　けい光灯用ソケットおよびけい光灯用スターターソケットにあっては、次に適合すること。
	（イ）口出し線は、次に適合すること。
	ａ　定格電圧が600V以下のものにあっては、別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合する電線（屋外用ビニル絶縁電線を除く。）であって、断面積が0.75㎜2以上（器具内配線用口出し線にあっては、0.5㎜2以上）のものであること。
	ｂ　定格電圧が600Vを超え1,000V以下のものにあっては、別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合するけい光灯電線であること。

	（ロ）絶縁距離は、次に適合すること。
	ａ　極性が異なる電線取付け端子部（ネジ止め以外の口出し線付きのもので器体がリべット等で組立てられ容易に解体できないものの端子部を除く。以下ａにおいて同じ。）間および端子部とアースするおそれのある非充電金属部（けい光灯用ソケットおよびけい光灯用スターターソケットが取り付けられるべき金属の表面を含む。）との間の絶縁距離は、次の表に掲げる値以上であること。
	ｂ　ａに掲げる端子部以外の極性が異なる充電部間およびａに掲げる端子部以外の充電部とアースするおそれのある非充電金属部（けい光灯用ソケットおよびけい光灯用スターターソケットが取り付けられる金属部の表面を含む。）との間の絶縁距離は、次の表に掲げる値以上であること。
	ｃ　受け金は埋込型のものを除き、外かくの受け口面から1.2㎜以上の深さにあること。

	（ハ）けい光灯またはけい光灯用スターターが容易に取り付け、または取りはずすことができること。

	チ　ローゼットおよびジョイントボックスにあっては、次に適合すること。
	（イ）ふたと外かくとのかん合が完全であり、かつ、通常の使用状態において脱落するおそれのないこと。
	（ロ）金属製のふたと充電部との距離は、6㎜以上で、かつ、金属製のふたのコードの貫通孔には絶縁ブッシングを取り付けてあること。
	（ハ）高台のローゼットにあっては、台の取付け面から電線の貫通孔までの高さは、6㎜以上であること｡
	（ニ）引掛け型ローゼットにあっては、接触片が正しい接触位置に止まったとき、常に圧力が加わり、かつ、その位置をふたおよび台に表示してあること。ただし、正しい接触位置が容易にわかるものにあっては、その位置を表示することを要しない。
	（ホ）さし込み機構を有するものにあっては、さし込み機構は、６（１）ニの規定に適合すること。
	（ヘ）平形導体合成樹脂絶縁電線用のジョイントボックスであって金属の外郭を使用するものにあっては、アース用端子を設けてあること。ただし、平形導体合成樹脂絶縁電線を接続した場合に、その電線のアース用の導体と当該金属製の外郭とが電気的に確実に接続されている構造のものにあっては、この限りでない。
	（ト）平形導体合成樹脂絶縁電線用のジョイントボックスであって平形導体合成樹脂絶縁電線のアース用の導体が接続される接地極又はその極に接続される電線端子若しくはアース線には、これらのもの（容易に取り外せる端子ねじを除く。）又はこれらの近傍に容易に消えない方法でアース用である旨の表示を付してあること。ただし、アース線に緑と黄の配色を施した電線にあっては、この限りでない。
	（チ）ジョイントボックスであって、極性の同じ電線を板状の接続部に差し込んで接続するもの（以下「差し込み型電線コネクター」という。）にあっては、次によること。
	ａ　電線の導体は、板ばね等の十分な圧力で確実に支持され、その外部は絶縁物で覆われていること。
	ｂ　それぞれの差し込み口に電線を挿入したのち、１の電線を取り外したとき、他の電線が緩むことのないものであること。
	ｃ　接続できる電線の直径及び差し込まれる導体の長さを、外郭の表面の見やすい箇所に容易に消えない方法で表示してあること。
	ｄ　電線取付け部の充電部は、差し込み口の受け口面から5㎜以上の深さであること。


	リ　延長コードセットにあっては、次に適合すること。
	（イ） 電源電線は、別表第一の規定又は別表第十二の規定に適合するキャブタイヤコード又は別表第一の規定に適合する同表（６）イ（ロ）ａの表に掲げるコード（単心コード及び二重被覆のコードを除く。）であって、保護被覆を施したものであること。
	ａ　「保護被覆」を施したものとは、厚さが最低0.2㎜以上、最大0.5㎜以下、平均が0.3㎜以上のものをいう。
	ｂ　保護被覆を取り去ったときに、別表第一に規定する技術基準に適合すること。保護被覆の厚さの測定は、下図の矢印の範囲内で行う。

	（ロ）マルチタップ、コードコネクターボディ及び差込みプラグの寸法は６（１）ニ（ホ）ａに規定するものとする。
	（ハ）マルチタップ又はコードコネクターボディの極数、差込みプラグの極数及び電源電線の線心数が等しくなるように構成すること。ただし、2極の差込みプラグ、マルチタップ又はコードコネクターボディにアースリード線又は外部アース端子が付いたものにあっては極数を3とみなす。
	（ニ）電線と一体成型された差込みプラグにあっては、主絶縁材料は次に適合すること。
	ａ　コンセントとの突き合わせ面に接するプラグの外面であって、その栓刃（接地極を除く。）に直接接する絶縁材料にあっては、JIS C 2134(2007)「固体絶縁材料の保証及び比較トラッキング指数の測定方法」に規定するPTIが400以上であること。
	ｂ　栓刃間（接地極を除く。）を保持する絶縁材料にあっては、JIS C 60695-2-11(2004)「耐火性試験―電気・電子―最終製品に対するグローワイヤ燃焼性試験方法」又はJIS C 60695-2-12(2013)「耐火性試験―電気・電子―第2-12部：グローワイヤ／ホットワイヤ試験方法―材料に対するグローワイヤ燃焼性指数（GWFI）」に規定する試験を試験温度850℃で行ったとき、これに適合するものであること。ただし、JIS C 60695-2-13(2013)「耐火性試験―電気・電子―第2...
	ｃ　差込みプラグの外郭が塩化ビニル混合物のものにあっては、栓刃間（接地極を除く。）を保持する絶縁材料には熱硬化性樹脂を使用すること。

	（ホ）電線の接続部であって、コードかしめ部、コードはんだ付部、圧着かしめ部及びねじの先端で押し締めるものにあっては、電線を接続した端子に定格電流の1.2倍に相当する電流を45分間通電し、45分間休止する操作を125回繰り返したとき、25回目の通電の終りと125回目の通電の終りの温度差が8℃を超えないこと。
	（ヘ）延長コードセットの器体には、容易に消えない方法で安全に接続することができる最大の電力又は定格電流の値を表示してあること。

	ヌ　標準型（ニ（ホ）の表１に示すもの。）の差込みプラグ（ゴムプラグは除く。）及び本体に栓刃を有するマルチタップ（ニ（ホ）の表３に示すもの。）にあっては、次に適合すること。
	（イ）コンセントとの突き合わせ面に接するプラグ及びマルチタップの外面であって、その栓刃（接地極を除く。）に直接接する絶縁材料にあっては、JIS C 2134(2007)に規定するPTIが400以上であること。
	（ロ）栓刃間（接地極を除く。）を保持する絶縁材料にあっては、JIS C 60695-2-11(2004)又はJIS C 60695-2-12(2013)に規定する試験を試験温度750℃で行ったとき、これに適合するものであること。ただし、JIS C 60695-2-13(2013)に従ったグローワイヤ着火温度が775℃レベル以上の材料は、この限りでない。


	（２）定格
	イ　ねじ込み接続器（ねじ込み型電線コネクターを除く。）及びソケット（蛍光灯用ソケット及び蛍光灯用スターターソケットを除く。）の定格は、次に適合すること。
	（イ）口金または受け金の公称直径が26㎜未満のものの定格電流は、3A以下であること。ただし、ハロゲン電球用のものにあっては、この限りでない。
	（ロ）口金または受け金の公称直径が26㎜以上39㎜未満のものの定格電流は、6A以下であること。
	（ハ）口金または受け金の公称直径が39㎜以上のものの定格電流は、20A以下であること。

	ロ　コンセントであって形状がシーリングボディのもの、差込みプラグであって形状がシーリングキャップのもの及びローゼットの定格電流は6A以下であること。
	ハ　線状差し込み接続器の定格電圧は、125Vであり、定格電流は、15A以下であること。
	ニ　延長コードセットの定格電流は15A又は20Aとし、かつ、定格電流とマルチタップ又はコードコネクターボディ及び差込みプラグの定格電流と等しくなるように構成すること。
	ホ　延長コードセットの定格電圧は125V又は250Vとし、かつ、定格電圧とマルチタップ又はコードコネクターボディ及び差込みプラグの定格電圧と等しくなるように構成すること。

	（３）性能
	イ　端子部の強度
	ロ　外かくの強度
	（イ）床上に置いて使用するものであって、人が踏むおそれのあるものにあっては、試験品を厚さが10㎜以上の表面が平らな木台の上に通常の使用状態に置き、底面の形状が正方形で、その1辺の長さが100㎜、質量が60kgのおもりを上部に1分間置いたとき、各部にひび、割れその他の異状が生じないこと。
	ａ　「人が踏むおそれのあるもの」とは、さし込みプラグ、マルチタップ、コードコネクターボディ、アイロンプラグ、器具用さし込みプラグ等をいう。
	ｂ　試験は、厚さ約5㎜のゴム板の上に試験品をのせ、試験品の上部に荷重が均等に加わるようにゴム板、砂袋等をのせた上に荷重を加えて行う。

	（ロ）ソケット（外かくの材料が陶磁器製のものを除き、1の接続器を介してコードに接続されるものを含む。）、さし込み接続器及びねじ込み接続器であって、通常コードを接続して使用するものにあっては、平面が鉛直となるように固定した厚さが20㎜以上で短辺の長さが50㎝以上の表面が平らな堅木の木板の中央部に、その器具に、長さが1m（ソケットにあっては、60㎝）で、かつ、その定格電流に応じて次の表に示す太さのコードを取り付け、器具を高さ1m（ソケットにあっては、60㎝）から振子状に3回自然に落としたとき、危険を生...
	ａ　「1の接続器を介してコードに接続されるもの」には、当該ソケットに分岐ソケット、ねじ込みプラグ等をさし込み又はねじ込み、その後に通常コードが接続される状態となるものを含み、固定して使用するものは含まない。
	ｂ　「コード」には、キャブタイヤケーブルを含む。
	ｃ　「危険が生ずるおそれのある破損」とは、感電、火災及び傷害の発生するおそれのある異状を含む。（以下ロにおいて同じ｡）

	（ハ）コンセントに本体をじかにさし込んで使用するものにあっては、試験品を水平に置いた厚さが20㎜で短辺の長さが50㎝以上の表面が平らな長方形の木板の中央部に70㎝の高さから3回落としたとき、危険を生ずるおそれのある破損が生じないこと。
	（ニ）線状差し込み接続器にあっては、次に適合すること。
	ａ　試験品を厚さが10㎜以上の表面が平らな木台の上に置き、試験品上1mの高さから直径が20.64㎜で質量が約36gの鋼球をその上に垂直に落としたとき、危険を生ずるおそれのある破損が生じないこと。
	ｂ　試験品を次の図に示す支持間隔が30㎝の支持台の上に試験品の中央部が支持台間の中央に一致するように水平に置き、その中央部に100Nの荷重を連続して1分間加えたとき、各部に異状が生じないこと。


	ハ　保持力および引張強度
	（イ）引掛け型、差し込み引掛け型（引掛け部分に限る。）、ロックナット式又は抜け止め式のもの以外の接続器にあっては、次に適合すること。
	ａ　刃受けを有するものにあっては、差込みプラグを抜くために要する力は、ヘに規定する開閉試験の前後において、次の表に掲げるとおりとする。
	ｂ　磁石で保持されるものにあっては、プラグを外すために要する力はヘに規定する開閉試験の前後において、次の表に掲げるとおりとする。

	（ロ）けい光灯用ソケットにあっては、けい光灯を通常の使用状態に取り付けたときにおける脚1本当たりの保持力は、次の表に掲げるとおりとする。
	（ハ）引きひもを使用して開閉操作をするものにあっては、器体と引きひも（引きひもの取換えができるものにあっては、引きひもの取付け部）との間に70N（受け金の公称直径が26㎜未満のソケットにあっては40N、受け金の公称直径が26㎜のソケットにあっては50N）の引張荷重を1分間加えたとき、各部に異状が生じないこと。
	（ニ）引掛け型、さし込み引掛け型（引掛け部分に限る。）、ロックナット式又は抜け止め式の刃受けを有するさし込み接続器にあっては、次に掲げる引張試験を行ったとき、各部に異状が生じないこと。
	ａ　刃を有するものを刃受けを有するものにさし込み、刃を有するものと刃受けを有するものとの間に次の表に掲げる値の引張荷重を連続して1分間加えること｡
	ｂ　刃を有するもの及び刃受けを有するものにそれぞれコードを接続し、刃を有するものとコードの間及び刃受けを有するものとコードとの間にそれぞれａの表に掲げる値の引張荷重を連続して1分間加えること。
	ｃ　差し込み引掛け型のものにあっては、刃受け部分を固定し、この部分に引掛け刃を差し込み、かつ、引掛けた後、これらのかん合面から刃の方向に10㎝離れた箇所にかん合面と水平に75Nの引張荷重を連続して1分間加えること。

	（ホ）ねじ込み接続器（ねじ込み型電線コネクターを除く。）及びソケット（蛍光灯用ソケット及び蛍光灯用スターターソケットを除く。）にあっては、次に適合すること。
	ａ　コードを接続して使用するものにあっては、通常の使用状態に取り付け、外かくとコードとの間に次の表に掲げる引張荷重を1分間連続して加えたとき、各部に異状が生じないこと。この場合において、パイプに接続して使用するもののノズルを有するもの及びコードに張力が加わらない方法で固定して使用するものは「コードを接続して使用するもの」とみなさない。
	ｂ　ねじ込み口金又は受け金を有するものにあっては、その口金又は受け金に適合するソケットを使用し、次の表に掲げるトルクでねじ合わせ、1分間保ったとき、口金又は受け金の取付け部に破損その他の異状が生じないこと。

	（ヘ）ねじ込み型電線コネクターにあっては、次に適合すること。
	ａ　適合する電線を取り付け、取り外す操作を5回繰り返した後、接続電線のうちの2本との間及び器具と接続電線の1本との間にそれぞれ50Nの引張荷重を徐々に加え1分間保持したとき、各部に異状が生じないこと。
	ｂ　適合する電線を取り付け、その内の1の電線に50Nの引張荷重を加えながらねじ方向に2回転させる操作をそれぞれの電線に行ったとき、各部に異状が生じないこと。

	（ト）蛍光灯用スターターソケットにあっては、蛍光灯用スターターを通常の使用状態に取り付け、受け金と蛍光灯用スターターとの間に30Nの引張荷重を連続して1分間加えたとき、各部に異状が生じないこと。
	（チ）ローゼットにあっては、通常の使用状態に取り付けコードと台又は外郭との間に200Nの引張荷重を連続して1分間加えたとき、各部に異状が生じないこと。
	（リ）差し込み型電線コネクターにあっては、（ヘ）ａに適合するほか、適合する電線を取り付け、その内の任意の1本の電線に10Nの引張り荷重を加えながら電線差し込み孔を中心に45 曲げて元に戻し、更に反対側に45 曲げて戻す操作を5回繰り返したとき、各部に異状が生じないこと。
	ａ　「適合する電線」とは、表示された電線をいう。
	ｂ　2以上の太さ又は種類の電線を接続できるものにあっては、太さ及び種類ごとの電線を組合せて試験を行う。


	ニ　巻取機構の性能
	ホ　耐熱性能
	（イ）屋外用のものであって、外かくに合成樹脂成型品を使用するものにあっては、80℃±3℃の空気中に1時間放置したとき、各部にゆるみ、ふくれ、ひび、割れ、変形その他の異状が生じないこと。
	（ロ）アイロンプラグにあっては、さし込み口の先端から20㎜までの部分にあっては200℃±3℃、さし込み口の先端から20㎜を超える部分にあっては150℃±3℃の空気中に1時間放置したとき、各部にゆるみ、ふくれ、ひび、割れ、変形その他の異状が生じないこと。
	（ハ）電球を取り付けて使用する接続器（けい光灯用ソケット及びけい光灯用スターターソケットを除く。）にあっては、つまみ又はボタンの部分以外にあっては次の表に掲げる温度の空気中に1時間、つまみ又はボタンにあっては100℃±3℃の空気中に1時間放置したとき、ゆるみ、ふくれ、ひび、割れ、変形その他の異状が生じないこと。

	ヘ　開閉性能
	ト　温度上昇
	チ　絶縁性能
	リ　短絡遮断性能
	ヌ　接触抵抗
	ル　耐燃性
	（イ）｢自然に消えること｣とは、60秒以内に消えることをいう。
	（ロ）ブンゼンバーナーの燃料は、約37MJ/m3の工業用のメタンガス又はこれと同等以上の発熱量を有するものを使用するものとする。



	７　ライティングダクト及びその付属品
	（１）材料
	イ　ライティングダクト（以下７において「ダクト」という。）の外郭の材料は、次に適合すること。
	（イ）金属のものにあっては、JIS G 3131(1983)「熱間圧延軟鋼板及び鋼帯」に規定するもの、JIS H 4000(1982)「アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条」に規定するA1100P-H14、JIS H 4100(1982)「アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材」に規定するA1100S-F又はこれらと同等以上の機械的強度を有するものであること。
	（ロ）合成樹脂のもの（金属に合成樹脂を被覆したものを含む。以下７において同じ。）にあっては、容易に変形しないこと。

	ロ　導電材料及び接地極の材料は、銅又は銅合金であること。
	ハ　ダクトの強度は両手でダクト（附属品を除く。）の先端及び末端（長さが1mを超えるものにあっては、1mの間隔をおいた位置）をつかみ、これに適当なねじり力を加えたとき、復元力があり、かつ、次のいずれにも適合するものであること。
	ニ　附属品の強度は、６（３）ロ（ハ）の規定に適合するものであること。

	（２）構造
	イ　ダクトは、次に適合すること。
	（イ）ダクト相互は、カップリング、エルボー、ティ及びクロス（以下７において「接続用附属品」という。）を用いて電気的及び機械的に確実に接続できること。
	ａ　内面の各部は、なめらかなものであること。
	ｂ　ダクトの内部は、ダクトの全長にわたって均一な構造であること。ただし、接続用附属品との接続部を指定する構造のものの接続部にあっては、この限りでない。

	（ロ）フィードインボックス及びエンドキャップを確実に接続できること。
	（ハ）固定型のものにあっては、ライティングダクト用のプラグ及びアダプター（以下７において「プラグ等」という。）が受口部の任意の箇所において、容易に、かつ、確実に着脱及び固定できる構造であること。
	ａ　次の図例に示すダクトの開口部側の外面から導体の中心部までの深さは、ダクト全長にわたって均一であること。
	ｂ　導体は、ダクト全長にわたって均一な形状であること。

	（ニ）走行型のものにあっては、プラグ等の受け口部の全長にわたり容易に走行できる構造であること。
	ａ　次の図例に示すダクトの開口部側の外面から導体の中心部までの深さはダクト全長にわたって均一であること。
	ｂ　導体は、ダクト全長にわたって均一な形状であること。
	ｃ　「容易に走行できる｣とは、プラグ等をダクトに装着させ、これに20Nの力を加えたとき、全長にわたって支障なく移動できることをいい、5Nの力を加えたとき移動できないことを含む。

	（ホ）プラグ等を装着したとき、導電接触部が電気的に確実に接続でき、かつ、導電接触部に荷重が加わらない構造であること。
	（ヘ）プラグ等を装着したとき、プラグ等に加わる荷重に耐えるものであること。
	（ト）外郭が合成樹脂のもの及びダクトカバー又は導体カバーを有するものにあっては、質量が250gでロックウエル硬度R100の硬さに表面をポリアミド加工した半径が10㎜の球面を有するおもりを14㎝の高さから垂直に落としたとき、又はこれと同等の衝撃力をロックウエル硬度R100の硬さに表面をポリアミド加工した半径が10㎜の球面を有する衝撃片によって加えたとき、各部に異状が生じないこと。
	ａ　（２）イ（イ）から（ヘ）まで及び（４）イからルまでに規定する事項に適合するもの
	ｂ　ダクトカバー及び導体カバーを有するものにあっては、ダクトとダクトカバーが外れないこと。
	ｃ　金属に合成樹脂を被覆したものにあっては、外郭の外面を金属はくで覆い（両端末部100㎜の部分及び取付け孔の部分は除く。）金属はくとコアー（金属心材）との間に1,500Vの交流電圧（定格電圧が150V以下のものは1,000V）を加えたとき連続して1分間これに耐えるもの

	（チ）開口部をダクトカバーで覆う構造のものにあっては、導体カバーを有し、かつ、ダクトカバーを外した状態において、JIS B 7524(1962)「すきまゲージ」に規定する厚さ1㎜のすきまゲージを用いて、30Nの力で押したとき、すきまゲージが充電部に触れないこと。
	（リ）外郭が金属に合成樹脂を被覆したものであるものにあっては、合成樹脂の被覆の厚さは、0.15㎜以上であること。

	ロ　接続用附属品及びプラグ等は、次に適合すること。
	（イ）電源電線接続用の端子を有するものにあっては、端子部は、６（１）ロに適合すること。
	（ロ）ヒューズを取り付けるものにあっては、ヒューズの取付け部は、６（１）ハに適合すること。
	（ハ）接続用附属品は、ダクトと電気的及び機械的に確実に接続でき、かつ、ダクトを接続したとき、異極間に短絡を生ずるおそれのないこと。
	ａ　接続用附属品は、ダクトにねじ止め又は抜け止め機構を用いて固定できる構造であること。
	ｂ　導電接触部には、ダクトの導電接触部に常時機械的圧力を加えることのできる機構を有すること。（以下、（ホ）、（ヘ）及び（ト）において同じ。）
	ｃ　導電接触部は、1,500Aの電流を約0.02秒間通じた状態において溶着等が生じないこと。

	（ニ）通常の使用状態において、人が充電部に触れるおそれのない構造であること。
	（ホ）プラグ等の導電接触部は、ダクトの導体と電気的に確実に接続できる構造であること。
	（ヘ）固定型のダクトに装着するプラグ等は、ダクトと容易に、かつ、確実に着脱及び固定できる構造であること。
	（ト）走行型のダクトに装着するプラグ等は、容易に走行でき、かつ、容易にはずれない構造であること。
	ａ　｢容易に走行でき｣とは、プラグ等をダクトに装着させ、これに20N以上の力を加えたとき、全長にわたって支障なく移動できることをいい、5Nの力を加えたとき移動できないことを含む。
	ｂ　｢容易にはずれない｣には、抜け止め機構を有することを含む。

	（チ）アダプターの負荷側の接続部は、次に適合すること。
	ａ　ねじ込み接続部にあっては、６（１）ホ（ハ）、（ニ）、（ホ）、（ヘ）、（ト）及び（チ）並びに（２）イに適合すること。
	ｂ　さし込み接続部にあっては、６（１）ニ（イ）、（ハ）、（ホ）及び（ヘ）に適合すること。



	（３）定格
	（４）性能
	イ　端子部の強度
	（イ）｢端子部｣には、接続用附属品及びフィードインボックスの接続部を含む。
	（ロ）強度試験は、ねじの締め付けトルクにあっては附表第一１、引張荷重にあっては附表第一３を適用する。

	ロ　引張強度
	ハ　着脱性能
	（イ）ダクトにあっては、定格電圧に等しい電圧を加え、次に掲げる試験電流（力率は、約1とする。）を通じること。
	（ロ）プラグ等にあっては、適合するダクトにプラグ等の定格電圧に等しい電圧を加え、プラグ等の定格電流の150%に等しい電流（力率は、約1とする。）を通じること。

	ニ　走行性能
	（イ）接続用附属品を用いてダクト2個を接続し、その接続部を含む30㎝の距離を走行させること。ただし、接続部を走行させることができない構造のものにあっては、ダクトの任意の箇所において30㎝走行させることができる。
	（ロ）毎分約20回（往復で1回と数える。）の割合でプラグ等に50Nの荷重を加えた状態において1,000回走行させた後、プラグ等に荷重を加えない状態において9,000回走行させること。
	（ハ）ダクト及びプラグ等に定格電圧に等しい電圧を加え、定格電流に等しい電流（力率は、約1とする。）を通じること。

	ホ　開閉性能
	ヘ　温度上昇
	（イ）ダクト及び接続用附属品にあっては、次に掲げる試験条件において、定格電流に等しい電流を通じ、各部の温度上昇がほぼ一定となった時の熱電温度計法により測定したダクト中央部の導体及び接続用附属品の導体接続部（端子金具を含む。）の温度上昇は、それぞれ30K（基準周囲温度は、30℃とする。）以下であること。この場合において、ヒューズ取付け部を有するものにあっては、附表第三２の表２に掲げる銅板又は銅線をヒューズ取付け部に取り付けなければならない。
	ａ　ハ又はニの試験の後、2個のダクトを接続用附属品を用いて接続すること。
	ｂ　床面から30㎝以上の高さにダクトを水平に置き、附表第一２の表に掲げる太さの絶縁電線であって長さが1.5m以上のものをダクトの導体に接続すること。

	（ロ）プラグ等にあっては、（イ）の試験の後において、ハ及びニの試験に用いたプラグ等をダクトに装着して、そのプラグ等の定格電流に等しい電流を通じ、各部の温度上昇がほぼ一定となった時の熱電温度計法により測定したプラグ等の導電部（端子を含む。）の温度上昇は、30K（基準周囲温度は、30℃とする。）以下であること。この場合において、ヒューズ取付け部を有するものにあっては、附表第三２の表２に掲げる銅板又は銅線をヒューズ取付け部に取り付けなければならない。
	（ハ）点滅機構又は刃受けを有するものにあっては、附表第三１の試験を行ったとき、これに適合すること。

	ト　絶縁性能
	チ　短絡性能
	（イ）2個のダクトを接続用附属品を用いて接続し、かつ、ダクトの電源側にフィードインボックスを取り付け、ダクトの導体の終端を短絡すること。
	（ロ）試験電流は、短絡発生後0.5サイクルにおける交流分の実効値（3相回路にあっては、各相の電流の実効値を平均した値）が1,500Aとなるような電流とすること。
	（ハ）通電時間は、0.02秒間以上とすること。

	リ　短絡遮断性能
	ヌ　垂直加重
	ル　引張荷重
	ヲ　耐燃性
	ワ　耐熱性
	（イ）外郭が合成樹脂のものにあっては、70℃±3℃の空気中に1時間放置したとき、各部に異状が生じないこと。
	（ロ）電球を取り付けるアダプターの負荷側の接続部は、６（３）ホ（ハ）に適合すること。



	附表第一　端子部の強度
	附表第二　開閉試験
	イ　附表第一２の表に掲げる太さの絶縁電線を試験品に接続し、通常の使用状態に取り付け、定格電圧に等しい電圧を加えること。ただし、ハの表に掲げる開閉試験９における電圧は、100Vとする。
	ロ　試験品の電源側端子における電圧降下は、試験電流が定格電流の1.5倍以下の試験電流である場合は無負荷時における電源側端子の電圧の2.5%以下、1.5倍を超える試験電流である場合は無負荷時における電源側端子の電圧の15%以下とすること。
	ハ　開閉試験の種類ごとに試験条件は、次の表に掲げるとおりとする。
	イ　タイムスイッチ及びリモートコントロールリレー並びに電動機操作用である旨の表示を有するもの以外の点滅器にあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験１を行い、その後に開閉試験９を行い、次に開閉試験２を行うこと。
	（イ）機器組込用点滅器等であって、定格電流が7Aを超えるものにあっては、当分の間、開閉試験９において電球負荷は電流が7A相当分を最大とすることができる。
	（ロ）点滅器には、接続器に付属する点滅器を含む。

	ロ　引掛け型、ロックナット式、抜け止め式及びさし込み引掛け型以外の接続器であって、定格電流が20A以下のものにあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験３を行い、次に開閉試験４を行うこと。
	ハ　さし込み引掛け型の接続器にあっては、さし込み型のさし込みプラグにより（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験３を行い、その後に引掛け型さし込みプラグにより開閉試験４を行うこと。
	ニ　ロ及びハに掲げるもの以外の接続器にあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験５を行うこと。
	ホ　タイムスイッチにあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験６を行い、その後に開閉試験７を行うこと。この場合において、差し込み機構について行う開閉試験６の総開閉回数は、5,000回とし、1分間の開閉回数は約20回の割合としなければならない。
	ヘ　リモートコントロールリレーにあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験８を行い、その後に開閉試験９を行い、次に開閉試験２を行うこと。この場合において、操作用電磁コイルの通電時間は、１の開閉の操作について1秒以内とする。
	ト　点滅器であって電動機操作用である旨の表示を有するものにあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験１０を行い、その後に開閉試験１１を行い、次に開閉試験１２を行うこと。
	イ　附表第一２の表に掲げる太さの絶縁電線を試験品に接続し、通常の使用状態に取り付け、定格電圧に等しい電圧を加えること。
	ロ　試験品の電源側端子における電圧降下は、試験電流が定格電流の1.5倍以下の試験電流である場合は無負荷時における電源側端子の電圧の2.5%以下、1.5倍を超える試験電流である場合は無負荷時における電源側端子の電圧の15%以下であること。
	ハ　開閉試験の種類ごとに試験条件は、次の表に掲げるとおりとする。
	イ　定格電流を表示するもの（電磁開閉器操作用のものを除く。）であって、過電流引きはずし装置を有するものにあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験１を行ない、その後に開閉試験３を行なうこと。
	ロ　定格電流を表示するもの（電磁開閉器操作用のものを除く。）であって、過電流引きはずし装置を有しないものにあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験２を行ない、その後に開閉試験３を行なうこと。
	ハ　適用電動機容量を表示するものにあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験４を行ない、その後に開閉試験５を行ない、次に開閉試験６を行なうこと。
	ニ　定格電流を表示するものであって、電磁開閉器操作用のものにあっては、（１）ハの表に掲げる開閉試験のうち開閉試験７を行ない、その後に開閉試験８を行ない、次に開閉試験９を行なうこと。
	イ　附表第一２の表に掲げる太さの絶縁電線を試験品に接続し、通常の使用状態に取り付け、定格電圧に等しい電圧を加えること。
	ロ　試験品の電源側端子における電圧降下は、試験電流が定格電流の1.5倍以下の試験電流である場合は、無負荷時における電源側端子の電圧の2.5%以下とすること。
	ハ　（２）イ及びロの試験は、それぞれ別の試験品で行うこと。
	イ　白熱電球（JIS C 7501(1983）「一般照明用電球」に規定された100Wのもの）を負荷として、試験品に定格電流に等しい電流を通じ、採光面に点灯又は消灯できる照度を与えて開閉操作を連続して2,000回（開閉で1回と数える。以下（２）において同じ。）行うこと。
	ロ　試験品に定格電圧に等しい電圧を加え、定格電流に等しい電流（遅れ力率は、約0.6）を通じ、採光面に点灯又は消灯できる照度を与えて開閉操作を連続して2,000回行うこと。この場合において、負荷は抵抗器とリアクトルとを直列に接続したものとする。
	イ　ラグ端子にあっては直径1㎜の絶縁電線、コネクター端子にあっては適合するコネクター、その他の端子にあっては附表第一２の表に掲げる太さの絶縁電線を試験品に接続し、試験品を通常の使用状態に取り付け、定格周波数に等しい周波数の定格電圧に等しい電圧を加えること。
	ロ　試験品の電源側端子における電圧降下は、試験電流が定格電流の1.5倍以下の試験電流である場合は無負荷時における電源側端子の電圧の2.5%以下であること。
	ハ　試験に用いる負荷は、試験品が閉路した時から、定格周波数が50Hzの場合にあっては1/200秒以内、定格周波数が60Hzの場合にあっては1/240秒以内に突入電流の値が最大となるようなJIS C 7501(1983)「一般照明用電球」に規定されたもの又はこれと同等の特性を有する負荷であること。
	イ　定格電流の1.5倍の電流を通じ、毎分約10回（開閉で1回と数える。以下４において同じ。）の割合で連続して100回開閉を行うこと。この場合において突入電流は、次の表に掲げる値以上であること。
	ロ　定格電流に等しい電流を通じ、毎分約10回の割合で連続して10,000回開閉を行うこと。この場合において、突入電流は、次の表に掲げる値以上であること。

	附表第三　温度上昇試験
	イ　機器の階級
	ロ　補正値

	附表第四　絶縁性能試験
	イ　金属外郭と絶縁されたアース端子又はアース用口出し線をサージアブソーバー専用に設けること。
	ロ　サージアブソーバー専用のアース端子又はアース用口出し線には、そのもの若しくはその近傍に容易に消えない方法でサージアブソーバー専用である旨の表示を付してあること。
	ハ　サージアブソーバー専用のアース端子又はアース用口出し線は、別表第四１（１）チ、（２）ナ及び（３）ハに準ずること。

	附表第五　短絡遮断性能試験
	イ　単極のものおよび１極のみに非包装ヒューズを取り付ける2極のものにあっては、図１に掲げる試験回路において、試験を2回（点滅器および接続器にあっては、1回）行なうこと。
	ロ　各極に非包装ヒューズを取り付ける2極のものにあっては、図２に掲げる試験回路において、アークによりアースするおそれのないものは2回（カットアウトにあっては、1回）、アークによりアースするおそれのあるものはS1　をａおよびｂに切り換えてそれぞれ1回試験を行なうこと。
	ハ　各極に非包装ヒューズを取り付ける3極のものにあっては、図３に掲げる試験回路において、アークによりアースするおそれのないものは2回（カットアウトにあっては、1回）、アークによりアースするおそれのあるものはS1をａ、ｂおよびｃに切り換えて、それぞれ1回試験を行なうこと。
	ニ　3相用のものであって、2極のみに非包装ヒューズを取り付けるものにあっては、図３に掲げる試験回路において1回試験を行った後、図１に掲げる試験回路において非包装ヒューズを取り付けた極と取付け部を有しない極とを直列に接続した状態でそれぞれ1回試験を行なうこと。この場合において、アークによりアースするおそれのあるものにあっては、S１は、非包装ヒューズの取付け部を有しない極に接続しなければならない。
	ホ　単相３線式用のものにあっては、図４に掲げる試験回路において試験品の両電圧側電線に接続する極を直列に接続した状態で1回試験を行った後、図１に掲げる試験回路において電圧側電線に接続する極と中性線に接続する極との間でそれぞれ1回試験を行なうこと。この場合において、アークによりアースするおそれのあるものにあっては、検査用ヒューズは、中性線に接続しなければならない。
	イ　閉路した試験品と直列に開路した開閉器を（１）に規定する回路に接続し、その開閉器を閉路して試験品により試験回路を自動遮断すること。
	ロ　自動遮断をした時から2分（リセットするために2分以上の時間を必要とする場合にあっては、リセットするために必要な最小の時間）を経過した時において、試験品を閉路して再び試験回路を自動遮断すること。
	ハ　定格コード保護電流を表示するものにあっては、ロに規定する自動遮断をした時から2分（リセットするために2分以上の時間を必要とする場合にあっては、リセットするために必要な最小の時間）を経過した時において、イに規定する自動遮断を行なうこと。
	イ　定格遮断電流が10,000A以下のものにあっては、１の図１の試験回路において各極（過電流引きはずし素子のない極を除く。）ごとに（９）イ及びロに規定する試験をそれぞれ1回行い、次に２極を直列に接続して１の図２の試験回路において（９）イ、ロ及びハに規定する試験を1回行うこと。この場合において、各極ごとの試験は定格電流の10倍（最小500A）の電流で行うことができる。
	ロ　定格遮断電流が10,000Aを超えるものにあっては、１の図１の試験回路において各極（過電流引きはずし素子のない極を除く。）ごとに（９）イ及びロに規定する試験を定格電流の10倍（最小500A）として1回行い、次に2極直列に接続して１の図２の試験回路において（９）イ、ロ及びハに規定する試験を試験電流10,000Aとして1回行った後、試験品を取り替えて１の図２の試験回路において（９）イ及びロに規定する試験を定格遮断電流に等しい電流として1回行うこと。
	イ　定格遮断電流が10,000A以下のものにあっては、１の図１の試験回路において各極（過電流引はずし素子のない極を除く。）ごとに（９）イ及びロに規定する試験をそれぞれ1回行い、次に１の図３の試験回路において（９）イ、ロ及びハに規定する試験を1回行うこと。この場合において、各極ごとの試験は定格電流の10倍（最小500A）の電流で行うことができる。
	ロ　定格遮断電流が10,000Aを超えるものにあっては、１の図１の試験回路において各極（過電流引きはずし素子のない極を除く。）ごとに（９）イ及びロに規定する試験を定格電流の10倍（最小500A）として1回行い、次に１の図３の試験回路において（９）イ、ロ及びハに規定する試験を試験電流10,000Aとして1回行った後、試験品を取り換えて１の図３の試験回路において（９）イ及びロに規定する試験を試験電流を定格遮断電流に等しい電流として1回行うこと。
	イ　電圧動作型のものにあっては、別表第四３（３）チ（イ）ａに規定する漏電引外し特性に適合し、かつ、別表第四３（３）リ（イ）に規定する漏電引外し装置の開閉操作が、定格対地電圧に等しい電圧を加えたとき、支障なくできること。
	ロ　電流動作型のものにあっては、別表第四３（３）チ（ロ）ａに規定する漏電引外し特性に適合し、かつ、別表第四３（３）リ（ロ）に規定する漏電引外し装置の開閉操作が、定格電圧に等しい電圧を加えたとき、支障なくできること。
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